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一　

は
じ
め
に

長
慶
天
皇
の
著
作
で
あ
る
『
仙
源
抄
』（
弘
和
元
（
一
三
八
一
）
年
）
は
、
そ
の

跋
文
に
お
い
て
四
声
に
も
と
づ
く
定
家
の
仮
名
遣
い
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
、
定
家

仮
名
遣
い
批
判
の
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
長
慶
天
皇
が
定
家
の
仮
名
遣
い
を
批

判
し
た
の
は
、
天
皇
の
生
ま
れ
が
一
三
四
三
年
で
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
起
こ
っ
た
ア

ク
セ
ン
ト
の
体
系
変
化
、
四
声
観
や
語
調
標
示
法
の
変
化
が
関
係
す
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
が
、
長
慶
天
皇
は
四
声
に
も
と
づ
く
定

家
仮
名
遣
い
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
本
文
の
「
お
」「
を
」
で
は
じ
ま
る
見
出
し
語

に
は
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
を
経
た
天
皇
自
身
の
四
声
（
ア
ク
セ
ン
ト
）
に
基
づ
く

仮
名
遣
い
を
採
用
し
て
い
る（
１
）。

つ
ま
り
、
定
家
仮
名
遣
い
の
原
理
ど
お
り
に
実
践
す

る
と
定
家
の
仮
名
遣
い
と
は
相
違
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
『
仙
源
抄
』
の
声
点
研
究
も
定
家
仮
名
遣
い
を
批
判
し
た
跋
文
に
限

ら
れ
て
い
た
。
跋
文
に
は
、
二
拍
名
詞
第
三
類
「
神
」
が
「
か
み
〈
平
平
〉」、
第
二

類
「
紙
」
が
「
か
み
〈
上
去
〉」
で
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
差
声
法
が
問
題
と
さ
れ
て

き
た
。
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
か
ら
Ｈ
Ｌ
で
あ
っ
た
二
拍
名
詞
第
二
類
と
、
体
系

変
化
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｌ
か
ら
Ｈ
Ｌ
に
変
わ
る
二
拍
名
詞
第
三
類
と
が
合
流
す
る
。
そ
の

第
三
類
が
〈
平
平
〉
で
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
の
姿

を
反
映
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
の
『
名
目
抄
』

や
契
沖
の
著
述
で
は
〈
平
平
〉
は
Ｌ
Ｌ
で
な
く
Ｈ
Ｌ
を
示
す
。
長
慶
天
皇
は
、
こ
の

よ
う
な
新
し
い
声
点
注
記
法
を
用
い
た
の
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ン
ト
変

化
前
か
ら
Ｈ
Ｌ
で
あ
っ
た
第
二
類
「
紙
」
を
〈
上
平
〉
で
は
な
く
、〈
上
去
〉
で
記

し
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
さ
ら
に
は
、
知
識
と
し
て
持
っ
て
い
た
ア
ク
セ
ン
ト
変
化

前
の
Ｌ
Ｌ
と
Ｈ
Ｌ
と
を
書
き
分
け
た
の
で
は
な
い
の
か
。
な
ど
の
問
題
が
あ
る（

２
）。

前

稿
で
は
、
第
三
類
「
か
み
〈
平
平
〉」
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
引
用
の
声
点
に
「
わ

か
む
と
ほ
り
〈
平
平
平
平
濁
平
平
〉」
の
よ
う
な
平
声
の
続
く
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
の
資
料
典
拠
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
『
仙
源
抄
』
本
文
中
に
差
さ
れ

た
声
点
を
分
析
し
、
長
慶
天
皇
の
差
声
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
跋
文

長
慶
天
皇
の
差
声
法

│『
仙
源
抄
』
の
声
点
を
め
ぐ
っ
て
│

坂
本
清
恵
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の
差
声
に
つ
い
て
再
考
を
加
え
た
い
。

二　
『
仙
源
抄
』
諸
本
と
声
点

『
仙
源
抄
』
は
、
原
本
で
あ
る
草
稿
本
を
長
慶
天
皇
皇
子
と
耕
雲
と
が
別
々
に
書

写
し
た
結
果
、
行
悟
本
系
と
耕
雲
本
系
と
の
二
系
統
が
生
じ
た
と
い
う（

３
）。

両
系
統
の

声
点
調
査
、
お
よ
び
『
仙
源
抄
』
が
拠
っ
た
『
紫
明
抄
』、
参
考
に
し
た
と
言
わ
れ

る
『
河
海
抄
』
の
声
点
調
査
を
踏
ま
え
て
、
長
慶
天
皇
の
差
し
た
声
点
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
迫
り
た
い
。

〔
二
│
一
〕『
仙
源
抄
』
諸
本

『
仙
源
抄
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
諸
本
の
声
点
を
調
査
し
た
。
諸
本
の
分
類
と

記
号
は
岩
坪
健
（
一
九
九
四
）
に
倣
う
。

　

耕
雲
本
系

ａ
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
中
院
文
庫
本

耕
雲
自
筆
本
で
、
耕
雲
が
応
永
二
（
一
三
九
五
）
年
か
ら
正
長
二
（
一
四
二
九
）

年
の
間
に
、
原
本
か
ら
直
接
写
し
た
可
能
性
の
高
い
、
現
存
最
古
写
本
で
あ
る
。

現
状
は
虫
損
甚
だ
し
く
、
原
本
の
閲
覧
は
叶
わ
な
か
っ
た
た
め
「
京
都
大
学
図
書

館
所
蔵
貴
重
書
図
像
」
で
確
認
し
た
。

こ
の
系
統
に
つ
い
て
は
ｂ
広
橋
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）、
ｃ
図
書

寮
乙
本
（
書
陵
部
所
蔵
）、
ｄ
真
淳
本
（
書
陵
部
所
蔵
）、
ｈ
池
田
乙
本
（
天
理
図

書
館
書
所
蔵
）、
ｉ
池
田
丙
本
（
天
理
図
書
館
所
蔵
）、
ｊ
神
宮
文
庫
本
（
国
文
学

研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）、
ｋ
類
字
源
語
本
（
彰
考
館
所
蔵
。

同
前
）、
ｌ
天
理
図
書
館
本
、
ｍ
金
沢
市
立
図
書
館
本
を
調
査
し
た
。
し
か
し
、

耕
雲
自
筆
本
以
上
の
声
点
は
な
く
、
耕
雲
自
筆
本
の
本
文
挿
入
の
た
め
の
圏
点
を

声
点
と
誤
っ
た
例
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
耕
雲
自
筆
本
の
声
点
の
み
を
扱
う
。

　

行
悟
本
系

Ａ
実
隆
本
（
金
沢
市
立
図
書
館
所
蔵　

稼
堂
文
庫
091
・
8　
410
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
（
書
陵
部
所
蔵
154
│
16
） 

Ｄ
専
順
本
（
京
都
女
子
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
類
字
』（
Ｙ
Ｋ
811
Ｒ
））

Ｆ 

池
田
甲
本
（
天
理
図
書
館
所
蔵
（
題
箋
「
源
氏
い
ろ
は
別
言
葉
の
解
」
913
・

36
・
イ
103
）

Ｇ
源
語
類
集
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
4
│
30
ケ
15
） 

Ｉ 

東
京
教
育
大
学
本
（
ル
120
│
190　

国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
よ
る
）

Ｎ 

彰
考
館
本
（
彰
考
館
所
蔵
「
源
氏
物
語
抄
」
巳
0
7
7
4
5　

国
文
学
研
究
資

料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）

耕
雲
自
筆
本
の
本
文
中
に
差
さ
れ
た
声
点
は
六
六
箇
所
、
跋
文
に
は
本
来
は
七
箇

所
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
虫
損
に
よ
り
一
例
確
認
が
で
き
な
い（

４
）。

こ
れ
に
対
し

て
、
行
悟
本
系
の
差
声
の
量
は
、
耕
雲
自
筆
本
に
及
ぶ
も
の
が
な
い
。
Ａ
実
隆
本
の

声
点
は
二
箇
所
の
み
で
、
跋
文
に
声
点
な
し
。
Ｃ
図
書
寮
甲
本
は
本
文
三
二
箇
所
、

跋
文
に
六
箇
所
、
合
わ
せ
て
三
八
箇
所
。
Ｄ
専
順
本
は
本
文
に
三
一
箇
所
の
差
声
が

あ
る
が
、
跋
文
に
は
声
点
な
し
。
Ｆ
池
田
甲
本
に
は
本
文
六
箇
所
、
跋
文
に
五
箇
所
。

Ｇ
源
語
類
集
は
本
文
一
二
箇
所
、
跋
文
に
は
声
点
な
し
。
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
に
は

本
文
四
一
箇
所
、
跋
文
六
箇
所
の
計
四
七
箇
所
。
Ｎ
彰
考
館
本
に
は
本
文
五
〇
箇

所
、
跋
文
六
箇
所
の
計
五
六
箇
所
。

行
悟
本
系
の
う
ち
、
差
声
の
多
い
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
と
Ｎ
彰
考
館
本
は
以
下
の

よ
う
な
共
通
点
が
多
い
本
で
、
次
の
①
②
か
ら
耕
雲
本
の
影
響
の
あ
る
本
と
考
え
ら
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れ
る
。

①　

見
出
し
語
の
配
列
が
耕
雲
本
と
同
じ
点

　

耕
雲
本
は
「
お
は
さ
う
す
」
を
見
出
し
語
に
あ
げ
、
行
悟
本
系
Ａ
Ｃ
Ｄ
な

ど
は
「
を
は
さ
う
す
」
を
見
出
し
語
と
す
る
が
、
Ｉ
Ｎ
と
も
耕
雲
本
と
同
様

の
掲
出
で
あ
る
。

②　

行
悟
本
系
に
は
見
出
し
語
と
し
て
な
い
も
の
が
立
項
さ
れ
て
い
る
点

　

行
悟
本
に
な
い
と
言
わ
れ
る
「
い
む
ふ
た
き
」「
け
む
い
」「
め
し
う
と
」

が
見
出
し
語
に
あ
る
。

　

た
だ
し
、
耕
雲
本
に
あ
る
「
の
ら
や
ふ
」「
も
の
ゝ
け
い
き
す
た
ま
」「
せ

う
そ
こ
」「
せ
い
え
う
」
の
見
出
し
語
に
つ
い
て
は
行
悟
本
と
同
様
に
な
い
。

③　

声
点
注
記
に
他
本
に
な
い
注
記
が
み
ら
れ
る
点

　

と
も
に
「
お
ほ
と
の
こ
も
る
〈
上
上
上
上
上
濁
上
濁
上
〉」
の
声
点
が
あ

り
、「
も
」
に
濁
音
を
表
す
双
点
が
差
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
「
モ
ノ
声　

本
ノ
マ
ヽ
」
と
補
わ
れ
て
い
る
。

④　

応
永
三
年
の
奥
書
の
ほ
か
に
次
の
共
通
の
奥
書
を
持
つ
点

　
「
経
厚
奥
書
云

此
一
帖
号
仙
源
抄
南
方
撰
云
　々

抄
出
等
雖

多
之
殊
以
可
秘
蔵
之
物
也　

莫
忽
緒
而
巳
」

鳥
居
小
路
経
厚
（
一
四
七
六
〜
一
五
四
四
）
は
室
町
時
代
の
歌
人
で
、
青
蓮
院
の

僧
。『
伊
勢
物
語
』『
古
今
和
歌
集
』
の
講
義
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。
③
の
注
記
は

経
厚
に
よ
る
書
き
入
れ
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
彰
考
館
本
に
は
行
悟
本
系
に
の
み
あ
る
「
ひ
た
ふ
る
」
の
注
「
行
吾
云
」

の
説
明
に
「
イ
無
之
」
と
あ
り
、
耕
雲
本
で
の
校
合
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

行
悟
本
系
で
最
も
差
声
量
の
多
い
彰
考
館
本
は
他
の
行
悟
本
に
は
な
く
、
耕
雲
本
と

同
じ
声
点
の
差
さ
れ
た
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
声
点
も
校
合
に
よ
っ
て
耕
雲
本
か
ら

補
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
行
悟
本
系
と
し
て
は
善
本
と
さ
れ
る
Ａ

実
隆
本
、
Ｄ
専
順
本
は
跋
文
の
声
点
を
欠
く
。
跋
文
は
声
点
な
し
で
は
意
味
の
な
い

も
の
で
あ
り
、
声
点
を
写
し
漏
ら
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
書
写
者
に
『
仙
源
抄
』
執

筆
に
お
け
る
長
慶
天
皇
の
仮
名
遣
い
観
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
よ
う
と
す

る
意
識
が
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
長
慶
天
皇
の
仮
名
遣
い
観
、
四
声
観
を
理
解
す

る
う
え
で
は
、
跋
文
に
声
点
が
差
さ
れ
、
耕
雲
本
に
な
い
声
点
を
持
つ
Ｃ
図
書
寮
甲

本
を
行
悟
本
系
の
代
表
と
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〔
二
│
二
〕
長
慶
天
皇
の
四
声

本
文
の
声
点
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
長
慶
天
皇
が
四
声
を
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
の
か
を
跋
文
の
記
述
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
く
。

い
ろ
は
を
つ
ね
に
よ
む
や
う
に
て
声
を
さ
く
ら
は
お
文
字
は
去
声
な
る
へ
し　

定
家
か
お
文
字　

つ
か
ふ
へ
き
事
を
か
く
に
山
の
お
く
と
か
け
り　

ま
こ
と
に

去
声
と
お
ほ
ゆ
る
を
お
く
山
と
う
ち
か
へ
し
て
い
へ
は
去
声
に
は
よ
ま
れ
す　

上
声
に
転
す
る
也　

お
し
む　

お
も
ひ　

お
ほ
か
た　

お
き
の
葉　

お
と
ろ
く

な
と
か
け
り　

こ
れ
は
み
な
去
声
に
あ
ら
す　

こ
の
内
お
し
む
は　

お
し
か
ら

ぬ
と
い
ふ
を
り
は
去
声
に
な
る　

お
も
ひ
も　

お
も
ひ
〳
〵
と
い
ふ
を
り
は
は

し
め
の
お
も
む
（
マ
マ
）
し
は
去
声
の
ち
の
は
去
声
に
は
よ
ま
れ
ぬ
な
り

入
声
は
漢
字
音
の
場
合
の
み
で
あ
り
、
平
上
去
が
問
題
で
あ
る
。
上
声
は
「
お
く

（
奥
）」『
古
今
．
袖
中
．
補
忘
．
平
節
』
Ｌ
Ｈ
が
、「
お
く
山
」
と
な
る
と
「
上
声
に

転
す
る
」
と
さ
れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
に
は
『
正
通
．
玉
淵
．
脚
結
』
Ｈ
Ｌ

Ｌ
Ｌ
と
な
る
の
で
、
高
を
示
す
。

去
声
は
「
ま
こ
と
に
去
声
と
お
ほ
ゆ
る
」
と
す
る
「
山
の
お
く
」「
お
し
か
ら
ぬ
」

と
「
お
も
ひ
〳
〵
」
の
は
じ
め
の
「
お
」
で
あ
る
。「
お
く
（
奥
）」
Ｌ
Ｈ
、「
お
し

か
ら
ぬ
（
惜
）」
は
第
二
類
形
容
詞
「
惜
し
」
の
カ
リ
活
用
で
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
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セ
ン
ト
で
あ
る
。
第
二
類
動
詞
の
反
復
形
の
「
思
ひ
思
ひ
」
は
副
詞
的
な
用
例
で
は
、

現
代
京
都
は
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。『
古
今
聞
書
』
に
同
じ
第
二
類
動
詞
か
ら
の

「
か
へ
す
か
へ
す
」
に
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
×
×
×
》
の
胡
麻
章
例
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
体

系
変
化
後
に
高
起
式
に
な
ら
ず
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ

ら
か
ら
、
長
慶
天
皇
は
語
頭
の
低
を
去
声
と
考
え
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か

し
、
跋
文
の
次
の
記
述
か
ら
は
単
な
る
低
で
は
な
く
上
昇
調
を
去
声
と
考
え
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

一
字
と
り
て
も
序
破
急
と
い
ふ
を
り
は
破
の
字
平
声
に
よ
ま
れ
破
を
ひ
く
破
を

ふ
く
な
と
い
ふ
を
り
は
去
声
に
な
る
た
く
ひ
の
こ
と
し

「
破
」
は
『
観
智
院
本
名
義
抄
』『
法
華
経
単
字
』
で
平
声
で
あ
る
が
、「
序
破
急
」

と
し
た
と
き
に
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
破
を
」
と
い
う
と
き
に
は
Ｌ

Ｈ
と
い
う
上
昇
調
で
あ
っ
た
の
で
去
声
と
す
る
。
ほ
か
に
平
声
に
つ
い
て
そ
の
声
調

を
探
る
手
掛
か
り
は
な
い
が
、
語
頭
以
外
に
現
れ
る
低
を
平
声
、
語
頭
の
上
昇
調
を

去
声
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
跋
文
に
は
語
頭
で
は
な
い
去
声
が
み
ら
れ
る
。
前
述
し
た
問
題
の
「
か

み
」
へ
の
差
声
で
あ
る
。

い
つ
れ
の
文
字
に
も
平
上
去
の
三
声
は
よ
ま
る
へ
き
な
り　

た
と
へ
は
か
文
字

と
み
文
字
と
を
あ
は
せ
よ
む
に
か
み
〈
平
平
〉
神
也　

か
み
〈
去
上
〉
上
也　

か
み
〈
上
去
〉
紙
也

去
声
が
語
頭
で
は
上
昇
調
、
語
頭
以
外
で
は
低
平
調
を
表
す
こ
と
に
も
な
る
と
解

釈
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
場
合
に
平
声
と
の
相
違
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り

あ
え
ず
は
、
語
頭
の
〈
平
上
…
〉
は
長
慶
天
皇
の
差
声
で
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
長
慶
天
皇
は
い
わ
ゆ
る
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
の
ア
ク
セ
ン

ト
を
習
得
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
語
頭
か
ら
低
が
続
く
〈
平
平
…
〉
も
長

慶
天
皇
自
身
の
差
声
で
は
な
い
。
と
な
る
と
、
目
に
し
た
文
献
か
ら
〈
平
平
〉、
自

身
の
差
声
で
〈
去
上
〉
と
〈
上
去
〉
を
と
い
う
一
貫
し
な
い
方
針
で
の
記
述
に
な
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
声
点
資
料
と
し
て
用
い
る
『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

『
紫
明
抄
』　

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
（
国
文
学　

Me
５
）

『
河
海
抄
』　

天
理
大
学
図
書
館
蔵
（913.36

イ
357
）

参
考
：『
河
海
抄
』
阪
本
龍
門
文
庫
善
本
電
子
画
像
集

ア
ク
セ
ン
ト
例
は
秋
永
一
枝
他
編
『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
総
合
資
料　

索
引

篇
』（
一
九
九
七
、
東
京
堂
出
版
）
で
用
い
た
略
号
を
用
い
る
。

三　
『
仙
源
抄
』
の
声
点
注
記

『
仙
源
抄
』
本
文
の
差
声
を
み
る
と
、
清
濁
を
標
示
す
る
た
め
の
も
の
と
、
語
ア

ク
セ
ン
ト
を
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
と
が
あ
る
が
、
両
者
と
も
語
義
を
示
す
注
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
濁
音
を
示
す
一
文
字
へ
の
差
声
も
平
声
、

上
声
、
去
声
に
差
し
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
の
声
調
を
同
時
に
示
す
可
能
性

が
あ
ろ
う
。
河
内
本
系
『
源
氏
物
語
』
に
は
声
点
が
あ
り
、
こ
れ
も
同
様
の
差
声
方

針
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
稿
で
扱
わ
な
か
っ
た
濁
音
標
示
が
主
目
的
で
あ
る

差
声
と
一
系
統
に
し
か
差
さ
れ
て
い
な
い
声
点
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
う
。

〔
三
│
一
│
一
〕
両
系
統
に
差
声
の
あ
る
例

跋
文
を
除
き
、
耕
雲
本
と
、
行
悟
本
系
の
う
ち
Ｃ
図
書
寮
甲
本
と
差
声
箇
所
が
共

通
す
る
例
は
二
八
箇
所
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
濁
音
を
示
す
こ
と
が
主
目
的
の
差
声
を

除
く
と
、
一
七
箇
所
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
長
慶
天
皇
自
身
の
声
点
注
記
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
う
ち
、
専
順
本
に
差
声
の
あ
る
も
の
は
す
で
に
報
告
を
行
っ
た

が
、
他
の
行
悟
本
系
と
の
校
異
を
含
め
て
改
め
て
分
析
を
行
う
。
見
出
し
と
し
て
掲
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げ
た
の
は
耕
雲
本
で
あ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
行
悟
本
系
の
Ｃ
図
書
寮
甲

本
か
Ｄ
専
順
本
に
差
声
例
の
あ
る
も
の
で
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
だ

け
に
例
の
あ
る
も
の
は
〔
三
│
一
│
三
〕
に
ま
と
め
た
。

1
「
あ
た
け
〈
上
平
平
〉
御
‥
化
ア
タ
ケ
日
本
紀
」（
朝
顔
）

右
の
耕
雲
本
に
対
し
、
行
悟
本
は
「
御
あ
た
け
」
に
差
声
が
あ
る
。
Ｃ
図
書
寮
甲

本
は
差
声
が
ず
れ
た
よ
う
で
「
御
あ
た
け
〈
平
平
○
平
〉」
に
み
え
る
。
Ｉ
東
京
教

育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
「
御
あ
た
け
〈
○
上
平
平
〉」
で
あ
る
。
こ
の
例
は
『
河

海
抄
』
に
「
い
ま
さ
ら
の
御
あ
た
け
〈
○
上
平
濁
平
濁
〉
も　

化　

日
本
紀
」（
朝
顔
）

が
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
諸
本
で
は
差
声
例
が
確
認
で
き
な
い（
５
）。『

河
海
抄
』
と
『
仙

源
抄
』
と
で
は
ア
ク
セ
ン
ト
は
同
じ
で
あ
る
が
清
濁
が
異
な
る
。

2
「
あ
た
け
〈
上
上
濁
○
〉
ふ
り
せ
ぬ
御
…
あ
た
な
る
け
の
い
つ
も
た
え
ぬ
と
い
ふ

な
り
」（
若
菜
上
）

耕
雲
本
は
「
け
」
の
清
濁
が
不
明
で
あ
る
。
Ｃ
図
書
寮
甲
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
に

は
「
あ
た
け
〈
上
上
濁
上
〉」
が
あ
る
。『
河
海
抄
』
に
は
「
そ
の
あ
た
け
〈
上
上
濁

上
濁
〉
こ
そ　

あ
た
な
る
気
な
り
」
と
、『
河
海
抄
』（
乙
通
女
）
に
「
御
あ
た
け
〈
○

上
上
濁
上
濁
〉」
の
例
も
あ
る
。『
仙
源
抄
』
で
は
1
の
「
あ
た
け
」
の
次
に
見
出
し

が
立
っ
て
お
り
、
清
濁
、
ア
ク
セ
ン
ト
も
異
な
る
語
と
し
て
立
項
さ
れ
て
い
る
。『
河

海
抄
』
で
は
1
と
2
と
で
は
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
る
も
の
の
清
濁
は
両
例
と
も
「
あ

だ
げ
」
で
あ
る
。「
あ
だ
」
は
『
法
華
．
色
葉
．
古
今
．
袖
中
．
平
節
．
大
観
．
近

松
．
京
ア
』
Ｈ
Ｌ
で
あ
り
、「
あ
だ
け
」
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
注
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

3
注
「
あ
つ
い
〈
上
上
濁
○
〉
と
よ
む
へ
き
歟
」（
澪
標
）

見
出
し
語
は
「
あ
つ
ひ
〈
上
上
上
濁
〉
給
」
で
あ
る
が
、
耕
雲
本
に
し
か
声
点
が

な
い
。
注
部
分
「
あ
つ
し
く
と
い
へ
る
心
也
＼
愚
案
定
本
に
は
あ
つ
い
給
と
あ
り　

あ
つ
い
〈
上
上
濁
○
〉
と
よ
む
へ
き
歟
」
に
は
両
系
統
に
差
声
が
あ
る
。
見
出
し
語

の
「
あ
つ
び
」
で
は
な
く
、「
あ
づ
い
」
を
採
る
。
Ｃ
図
書
寮
甲
本
、
Ｉ
東
京
教
育

大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
い
ず
れ
も
「
あ
つ
い
〈
上
上
濁
上
〉」
の
差
声
で
あ
る
。

注
に
従
え
ば
「
あ
つ
し
く
」
は
、
第
一
類
形
容
詞
「
あ
づ
し
（
篤
）」
で
Ｈ
Ｈ
Ｈ
を

差
し
た
こ
と
に
な
る
。『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』
と
も
当
該
箇
所
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
な
い
が
「
篤
し
」
に
つ
い
て
は
『
紫
明
抄
』「
あ
つ
し
う
〈
上
上
濁
上
平
〉」、『
河

海
抄
』「
あ
つ
し
く
〈
上
上
濁
上
○
〉」
が
み
ら
れ
る
。
第
一
類
形
容
詞
と
同
様
の
ア

ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。

4
「
う
け
は
り
〈
上
上
上
平
〉
受
張
也
諾
也
請
也
」（
桐
壺
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
は
「
う
け
は
り
〈
上
？
上
上
上
？
〉」、
Ｄ
専
順
本
「
う
け
は
り
〈
上

上
上
○
〉」、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
に
は
差
声
な
し
。
注
は
、
第
二
類

動
詞
「
う
け
」＋
第
一
類
動
詞
「
は
り
」
の
語
構
成
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変

化
前
で
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
が
推
定
で
き
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
に
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と

な
っ
た
と
す
れ
ば
、
耕
雲
本
の
差
声
が
合
致
す
る
。
お
そ
ら
く
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変

化
後
の
長
慶
天
皇
自
ら
の
差
声
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
河

海
抄
』
は
「
う
け
は
〈
上
濁
〉
り
て
」
と
濁
音
標
示
さ
れ
て
い
る
。『
仙
源
抄
』
で
は
、

非
連
濁
を
採
用
し
て
お
り
、『
河
海
抄
』
と
は
異
な
る
。
耕
雲
本
系
京
大
本
に
は
「
う

け
は
り
〈
上
上
上
濁
〇
〉」
で
濁
音
例
に
写
さ
れ
て
い
る
。

5
「
お
ほ
と
の
こ
も
る
〈
平
上
上
上
上
濁
上
上
〉」（
桐
壺
な
ど
）

Ｄ
専
順
本
は
耕
雲
本
に
同
じ
、
低
起
式
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。
Ｃ
図
書

寮
甲
本
は
「
お
ほ
と
の
こ
も
る
〈
平
？
上
○
上
？
上
濁
上
上
〉」、
Ｉ
東
京
教
育
大
学

本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
「
お
ほ
と
の
こ
も
る
〈
上
上
上
上
上
濁
上
濁
上
〉
モ
ノ
声
本
ノ

マ
ヽ
」
で
あ
り
、
耕
雲
本
、
Ｃ
、
Ｄ
と
は
異
な
る
差
声
で
、
マ
行
音
に
双
点
を
差
す

な
ど
不
審
で
あ
る
。「
お
ほ
と
の
│
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
清
濁
』

に
「
お
ほ
と
の
あ
ふ
ら
〈
去
上
〇
〇
〇
〇
〇
〉」
が
あ
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化

後
も
低
起
式
が
保
た
れ
た
も
の
と
、「
お
ほ
と
の
」
に
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
『
名
義
．
人
紀
』
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も
あ
る
よ
う
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
に
高
起
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
現
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
四
で
検
討
す
る
。

6
「
か
た
み
〈
上
上
上
〉
記
念
」（
桐
壺
な
ど
）

7
「
か
た
み
〈
去
上
上
〉
相
互
也
」（
帚
木
な
ど
）

同
音
異
義
語
を
続
け
て
注
記
し
た
例
で
あ
り
、「
相
互
」
の
差
声
が
Ｄ
専
順
本
に

は
な
い
が
、
Ｃ
図
書
寮
甲
本
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
の
い
ず
れ
も
耕

雲
本
と
同
様
の
差
声
で
あ
る
。

「
か
た
み
（
形
見
）」『
名
義
．
古
今
．
顕
拾
．
浄
拾
．
四
座
．
謡
曲
．
平
節
．
近

松
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｈ
が
あ
る
。
耕
雲
本
の
「
た
」
の
声
点
は
や
や
下
で
あ
る
が
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ

を
反
映
す
る
と
み
て
よ
い（
６
）。

「
相
互
」
の
意
味
の
「
か
た
み
」
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
例
が
な
い
が
、「
片
│
」
を
語

源
と
す
れ
ば
、「
か
た
へ
（
片
方
）」『
名
義
．
色
葉
．
古
今
』
Ｌ
Ｈ
Ｈ
な
ど
低
起
式

で
あ
り
、
意
味
の
接
近
し
た
「
た
が
ひ
」『
名
義
．
字
鏡
．
巫
私
．
古
今
．
四
座
．
謡

曲
．
平
節
．
近
松
』
Ｌ
Ｈ
Ｈ
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

8
「
さ
か
り
は
〈
平
上
濁
平
上
濁
〉
下
場
也　

髪
の
す
そ
の
あ
た
り
也　

愚
案
は
文

字
に
こ
り
て
よ
む
へ
き
歟
」（
空
蝉
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
は
耕
雲
本
と
同
じ
差
声
で
あ
る
が
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰

考
館
本
は
「
さ
か
り
は
〈
平
平
濁
平
上
〉」
の
差
声
で
、「
は
」
が
清
音
で
あ
り
、「
は

文
字
に
こ
り
て
よ
む
へ
き
歟
」
と
す
る
注
に
合
わ
な
い
。
Ｄ
専
順
本
に
は
差
声
な

し
。『
紫
明
抄
』
に
は
「
さ
か
り
は
〈
平
平
濁
平
平
濁
〉
下
場
」（
空
蝉
・
帚
木
）
の

二
例
の
差
声
が
あ
る
。
龍
門
文
庫
本
『
河
海
抄
』
に
も
二
例
あ
る
が
、「
さ
か
り
は

〈
○
去
濁
○
上
濁
〉」「
さ
か
り
は
〈
上
濁
〉」
で
、
濁
音
の
み
を
注
記
し
た
か
。『
仙

源
抄
』
の
差
声
は
、「
下
端
」
の
意
味
で
「
は
（
端
）」
は
『
巫
私
．
袖
中
』
に
Ｆ
の

例
が
あ
り
、
こ
れ
を
生
か
し
た
上
声
を
差
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

9
「
さ
へ
〈
平
濁
上
〉
才
也
」（
桐
壺
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
「
さ
〈
上
濁
〉
へ
」
は
濁
音
標
示
の
み
で
あ
る
。
他
本
に
は
声
点

例
が
な
い
。『
河
海
抄
』
に
「
さ
え
〈
平
濁
上
〉」
が
あ
る
。『
法
華
経
単
字
』
に
「
才

〈
去
〉」
の
例
が
あ
る
。

10
「
時
〈
上
濁
〉」（
夕
霧
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
も
同
様
で
、
見
出
し
語
と

注
記
「
此
説
の
こ
と
く
に
時
〈
上
濁
〉
と
こ
ゑ
に
よ
む
へ
き
歟
」
に
差
声
が
あ
る
。

『
紫
明
抄
』
に
「
初
夜
の
時
〈
上
濁
〉
也
」
と
あ
る
。『
法
華
経
単
字
』
に
「
時
〈
上
〉」

が
あ
り
、
Ｈ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。

11
「
た
つ
や
と
〈
上
濁
上
平
上
〉
と
き
こ
え
た
り
」（
東
屋
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
、
Ｄ
専
順
本
は
耕
雲
本
と
同
様
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
「
た
つ
や
と
〈
上

濁
○
上
上
〉」。
注
に
は
「
母
君
‥
屋
戸
宿
愚
案
此
注
不
分
明
可
見
合
他
本
」
と
あ
る
。

「
母
君
だ
つ
や
と
」
の
説
で
あ
る
が
、
こ
の
声
点
で
は
「
宿
」
の
濁
音
を
示
し
て
い

な
い
。
声
点
も
含
め
て
「
不
分
明
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
長
慶
天
皇
自
身
の
声
点
で
は

な
い
。『
河
海
抄
』
に
は
「
は
ゝ
き
み
た
つ
や
と
〈
○
○
○
○
上
濁
上
平
上
濁
〉」
と

あ
る
。「
母
君
だ
つ
」
を
注
記
す
る
の
は
共
通
だ
が
、『
河
海
抄
』
は
「
や
と
〈
平
上

濁
〉」
と
「
宿
」
の
濁
音
を
示
し
、
声
点
も
第
四
類
Ｌ
Ｈ
で
合
致
す
る
。

12
「
と
ゝ
め
し
」〈
上
上
濁
上
上
〉」（
桐
壺
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
、
Ｄ
専
順
本
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
の
す
べ
て
が

耕
雲
本
と
同
じ
差
声
で
あ
る
。「
人
の
心
ま
け
た
る
事
は
…
停
也
或
説
不
可
留
悪
事

於
後
代
也
し
か
ら
は
と
ゝ
め
し
〈
上
濁
〉
と
よ
む
へ
し
」
と
「
し
」
の
清
濁
二
説
を

あ
げ
、「
愚
案
に
こ
り
て
よ
む
も
ま
こ
と
に
一
義
也
し
か
れ
と
も
定
本
に
は
人
の
心

ま
け
た
る
事
は
あ
ら
し
と
あ
り
定
家
卿
説
に
お
き
て
は
無
異
論
歟
」
と
し
て
い
る
。

「
留
む
」
は
第
一
類
動
詞
で
声
点
に
合
致
す
る
。
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13
注
「
御
た
け
〈
○
上
上
〉」（
夕
顔
な
ど
）

Ｄ
専
順
本
に
は
声
点
が
な
い
が
、
他
は
同
じ
差
声
。
次
章
の
〔
三
│
一
│
二
〕
5

に
詳
し
く
述
べ
る
。

14
注
「
や
む
こ
と
な
き
〈
上
上
去
濁
上
去
上
〉」（
桐
壺
）

見
出
し
に
対
し
て
、「
無
止
事　

愚
案
字
の
ま
ゝ
に
や
む
こ
と
な
き
と
は
よ
む
へ

か
ら
す　

や
ん
こ
と
な
き
〈
上
上
去
濁
上
去
上
〉　

と
よ
む
へ
き
歟
故
人
口
伝
也
」

と
注
部
分
へ
の
差
声
で
あ
る
。
Ｃ
図
書
寮
甲
本
「
や
ん
こ
と
な
き
〈
上
上
去
濁
平
○

○
〉」、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
「
や
ん
〈
上
上
〉
こ
と
な
き
」、
Ｎ
彰
考
館
本
「
や
ん

こ
と
な
き
〈
上
上
去
濁
平
去
○
〉」
で
あ
る
。
耕
雲
本
の
〈
去
濁
上
〉〈
去
上
〉
は
そ

れ
ぞ
れ
成
素
の
頭
で
は
あ
る
が
「
こ
と
〈
去
濁
上
〉」
は
不
自
然
で
あ
る
。「
や
ん
ご

と
」
と
連
濁
標
示
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
素
を
分
か
つ
よ
う
な
声
点
の

差
し
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
字
の
ま
ゝ
に
や
む
こ
と
な
き
と
は
よ
む
へ
か
ら

す
」
で
あ
る
。
声
点
は
「
故
人
口
伝
」
と
考
え
ら
れ
る
。

15
注
「
よ
き
み
ち
な
む
な
る
を
」（
真
木
柱
）

二
種
類
の
解
釈
が
示
さ
れ
、
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
注
「
能
路
な
り
よ
き
〈
去
上
〉
み
ち
と
よ
む
へ
し
」
は
耕
雲
本
、
Ｄ
専
順

本
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
が
同
じ
、
Ｃ
図
書
寮
甲
本
は
「
よ
き
〈
上

上
〉
み
ち
」
と
す
る
。「
よ
し
（
良
）」
は
第
二
類
形
容
詞
で
、
連
体
形
Ｌ
Ｈ
を
〈
去

上
〉
で
示
し
た
。

続
く
注
「
又
説
よ
き
〈
上
上
濁
〉
み
ち
と
い
ふ
な
り　

過
路
也
」
に
つ
い
て
は
、

Ｃ
図
書
寮
甲
本
は
「
よ
き
〈
上
上
〉
み
ち
」
の
み
が
耕
雲
本
と
異
な
る
差
声
で
、
あ

と
は
同
じ
で
あ
る
。「
よ
ぎ
る
」
は
『
法
華
．
名
義
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
あ
る
第
一
類
動

詞
で
あ
り
、「
よ
ぎ
」
も
Ｈ
Ｈ
で
、
高
起
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
推
定
さ
れ
る
。

16
注
「
わ
か
む
と
ほ
り
〈
平
平
平
平
濁
平
平
〉」（
末
摘
花
）

こ
の
例
は
、「
教
隆
説
わ
か
む
と
ほ
り
〈
平
平
平
平
濁
平
平
〉」
と
し
て
注
部
分
に

差
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
耕
雲
本
は
「
わ
か
む
ど
ほ
り
」
と
濁
音
を
標
示
す
る
が
、

Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
に
は
差
声
が
な
く
、
他
本
は
〈
平
平
平
平
平
平
〉
と
濁
音
標
示

は
な
い
。『
仙
源
抄
』
で
唯
一
、
差
声
者
が
わ
か
る
例
で
あ
る
。
清
原
教
隆
（
一
一

九
九
〜
一
二
六
五
）
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
の
低
平
型
で
差
声
し
て
い
る
。

教
隆
の
説
は
『
紫
明
抄
』
に
は
掲
載
が
な
く
、『
異
本
紫
明
鈔
』
に
「
或
人
云
わ

か
む
と
を
り
と
は
王
孫
若
々
し
く
ふ
る
ま
う
末
と
稱
す
る
歟
仍
如
聲
可
讀
之　

教

隆
」
と
あ
る（
７
）。

長
慶
天
皇
が
引
用
し
た
『
紫
明
抄
』
の
こ
の
説
に
は
声
点
が
差
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、『
異
本
紫
明
抄
』
に
つ
い
て
は
、『
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
第
二
期
1　

紫
明
抄
』
と
書
陵
部
本
（
国
文
学
研
究

資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
を
確
認
し
た
が
、
と
も
に
「
教
隆
説
」
に
は
声
点
注

記
が
み
ら
れ
な
い
。「
わ
か
し
（
若
）」
は
形
容
詞
第
二
類
で
あ
り
、「
と
ほ
り
」
は

第
二
類
動
詞
か
ら
の
転
成
名
詞
で
、
複
合
形
は
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
が
推
定
さ
れ
る
。

17
「
を
そ
き
〈
上
去
濁
上
〉」（
東
屋
）

こ
れ
は
語
中
に
〈
去
〉
が
来
る
例
で
あ
る
。
Ｄ
専
順
本
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、

Ｎ
彰
考
館
本
は
「
を
そ
き
〈
〇
去
濁
上
〉」
で
、「
を
」
へ
の
差
声
が
な
い
。
Ｃ
図
書

寮
甲
本
は
さ
ら
に
「
き
」
へ
の
差
声
が
な
く
、「
そ
」
へ
の
〈
去
濁
〉
が
差
さ
れ
て

い
る
。
形
容
詞
「
を
ぞ
し
」
は
「
お
ず
し
」
に
『
古
語
』
Ｌ
Ｌ
Ｆ
の
例
が
あ
り
、
体

系
変
化
を
経
て
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と
な
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、〈
上
去
濁
上
〉
は
そ
の
中
間
に

現
れ
る
Ｈ
Ｌ
Ｈ
を
反
映
す
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｄ
専
順
本
に
は
あ
る
が
、
Ｃ
図
書
寮
甲
本
に
は
な
い
例

18
「
お
れ
て
〈
去
上
上
濁
〉
と
し
ふ
る
人
」（
夕
霧
）

Ｄ
専
順
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
に
は
「
お
れ
て
〈
上
濁
〉」
で
濁
音
標
示
の
み
で
あ
る
。

『
河
海
抄
』
に
は
「
お
れ
て
〈
平
上
上
？
濁
〉」
と
あ
る
。

注
に
は
「
を
れ
ぬ
と
い
ふ
な
り
」
と
あ
る
。「
お
れ
て
〈
去
上
上
濁
〉」
は
Ｌ
Ｈ
Ｈ
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で
あ
り
、
第
二
類
動
詞
を
注
記
し
て
い
る
。
注
の
「
を
れ
ぬ
」
で
あ
る
が
、
否
定
の

「
ぬ
」
は
第
二
類
動
詞
に
接
続
す
る
と
鎌
倉
時
代
は
Ｌ
Ｌ
Ｈ
で
あ
る
が
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
変
化
を
経
て
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
否
定
助
詞
の
「
で
」
は
接
続
の

形
は
変
わ
っ
て
も
動
詞
部
分
は
Ｌ
Ｈ
で
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
。
見
出
し
語
と
注
で

は
、「
お
れ
で
」
Ｌ
Ｈ
Ｈ
と
「
を
れ
ぬ
」
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
ア
ク
セ
ン
ト
で
書
き
分
け
て
い
る
。

「
お
れ
で
」「
を
れ
ぬ
」
は
「
愚
る
」
と
解
釈
さ
れ
、「
愚
る
」
に
は
ア
ク
セ
ン
ト

例
は
な
い
が
、「
お
ろ
く
」
が
『
名
義
．
人
紀
』
Ｌ
Ｌ
Ｆ
で
あ
り
、
第
二
類
動
詞
と

し
て
よ
い
。

19
「
か
こ
と
〈
上
上
濁
○
〉
誓
言
也
」（
桐
壺
）

Ｄ
専
順
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
も
同
様
の
差
声
で
あ
る
。『
河
海
抄
』
は
「
か
こ
と
〈
上

平
濁
上
〉」。『
袖
中
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
例
が
あ
る
。

20
「
つ
し
や
き
〈
平
平
上
平
濁
〉」「
実
法
心
也
」（
真
木
柱
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
に
は
声
点
が
な
い
が
、
他
本
は
同
じ
差
声
で
あ
る
。
龍
門
文
庫
本

『
河
海
抄
』
に
「
つ
し
や
き
〈
○
○
上
上
濁
〉」
が
あ
る
。

21
「
む
く
つ
け
し
〈
平
平
平
濁
平
○
〉」（
夕
顔
）

Ｄ
専
順
本
「
む
く
つ
け
し
〈
平
平
平
濁
平
○
〉」、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考

館
本
「
む
く
つ
け
し
〈
平
○
平
平
○
〉」。
注
に
「
蠢
也
貪
也
愚
案
此
注
猶
心
ゆ
か
す

や
」
と
あ
り
、
声
点
に
つ
い
て
も
同
様
に
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

22
注
「
を
こ
り
〈
上
上
平
〉」（
桐
壷
）

「
を
こ
り
」
で
見
出
し
が
立
て
ら
れ
て
い
て
、
注
に
「
驕
」
の
説
の
あ
と
に
、「
又

起
と
い
ふ
説
あ
り　

し
か
ら
は
を
こ
り
〈
上
上
平
〉
と
よ
む
へ
し
愚
案
下
説
宜
歟
」

と
し
た
も
の
。
Ｄ
専
順
本
「
を
こ
り
〈
○
上
上
〉」
の
例
の
み
。「
起
こ
り
」
は
第
二

類
動
詞
「
起
こ
る
」
か
ら
の
転
成
名
詞
で
あ
り
、
Ｌ
Ｌ
Ｌ
∨
Ｈ
Ｈ
Ｌ
の
変
化
を
し
た

「
を
こ
り
」
Ｈ
Ｈ
Ｌ
を
注
記
し
て
い
る
。「
起
」
の
説
を
支
持
す
る
た
め
に
自
ら
差
し

た
声
点
で
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
仮
名
遣
い
で
あ
る
。

23
「
を
よ
す
け
も
て
お
は
す
る
〈
平
平
上
上
上
上
平
平
上
○
〉」（
桐
壺
）

Ｄ
専
順
本
「
を
よ
す
け
も
て
お
は
す
る
〈
平
平
上
上
上
上
平
上
上
○
〉」、
Ｉ
東
京

教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
「
を
よ
す
け
も
て
お
は
す
る
〈
○
○
○
○
○
○
上
上
上

○
〉」。
耕
雲
本
も
含
め
、
声
点
と
ア
ク
セ
ン
ト
仮
名
遣
い
が
合
わ
な
い
。「
お
よ
す

く
」
は
『
観
智
院
本
名
義
』
の
「
お
よ
す
〈
平
平
上
〉」（
耆
）
が
「
く
」
の
欠
如
し

た
形
で
あ
れ
ば
第
二
類
動
詞
で
あ
ろ
う
。「
も
て
」
は
平
安
・
鎌
倉
Ｌ
Ｈ
で
あ
る
が

「
も
」
の
声
点
は
や
や
下
、「
お
は
す
る
」
は
『
名
義
．
人
紀
』「
お
は
す
」
Ｌ
Ｈ
Ｌ
、

『
平
節
』
に
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。
注
が
な
く
、
声
点
は
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
の

も
の
で
、
移
声
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
四
で
改
め
て
扱
う
。

〔
三
│
一
│
二
〕
両
系
統
に
濁
音
標
示
の
あ
る
例

1
「
い
ふ
〈
上
濁
〉
か
し
」（
夕
顔
）

耕
雲
本
と
Ｄ
専
順
本
に
あ
る
例
で
あ
る
。『
名
義
』
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ
、
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
。
第

二
類
形
容
詞
に
当
た
る
の
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
は
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と
な
る
。

2
「
こ
ゝ
ろ
葉
〈
上
濁
〉」（
絵
合
）

諸
本
「
は
」
の
濁
音
標
示
の
み
で
あ
る
。『
紫
明
抄
』
に
は
「
こ
ゝ
ろ
は
〈
平
平

平
上
濁
〉」
が
あ
る
。『
紫
明
抄
』
の
声
点
は
、「
心
」
第
五
類
Ｌ
Ｌ
Ｌ
＋
「
は
」
は

第
二
類
Ｆ
で
、
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
を
経
れ

ば
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
に
な
り
、「
葉
」
だ
け
に
声
点
を
差
す
と
す
れ
ば
、〈
平
濁
〉
あ
る
い
は

〈
去
濁
〉
で
あ
る
。〈
上
濁
〉
で
差
さ
れ
て
い
る
の
は
、
濁
音
の
み
を
先
行
文
献
か
ら

移
声
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
。

3
「
さ
か
〈
上
濁
〉」（
帚
木
）

Ｄ
専
順
本
に
は
声
点
が
な
い
が
、
他
は
同
じ
差
声
で
あ
る
。
注
「
世
間
流
布
し
た

る
事
也
」
と
あ
る
。「
祥
・
前
兆
」
は
『
神
紀
．
人
紀
．
巫
私
』
Ｌ
Ｌ
、
ア
ク
セ
ン

ト
体
系
変
化
後
Ｈ
Ｌ
と
な
る
。
こ
れ
も
長
慶
天
皇
の
差
声
で
あ
れ
ば
、
2
「
こ
ゝ
ろ
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葉
」
と
同
様
に
〈
平
濁
〉
あ
る
い
は
〈
去
濁
〉
の
差
声
が
相
応
で
あ
る
。

4
「
せ
む
さ
う
〈
上
濁
○
上
濁
○
〉　

軟
障
也
」（
須
磨
・
玉
鬘
な
ど
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
の
み
耕
雲
本
と
同
じ
差
声
が
あ
る
。「
軟
障
セ
ン
シ
ヤ
ウ
〈
上
上

平
平
平
〉」『
色
葉
』
に
例
が
あ
る
。

5
注
「
た
け
〈
去
濁
○
〉」

「
み
た
け
さ
う
し
」
の
注
に
「
愚
案
御
嶽
と
か
け
と
も
た
〈
去
濁
〉
け
と
は
よ
ま

す
御
た
け
〈
上
上
〉
と
よ
む
な
り
」
の
例
。
耕
雲
本
と
Ｃ
図
書
寮
甲
本
は
同
じ
差
声

で
、
他
は
差
声
が
な
い
。
こ
こ
で
は
清
濁
が
問
題
で
、「
み
だ
け
」
で
は
な
く
、「
み

た
け
」
の
読
み
を
採
用
し
て
い
る
。「
岳
」
は
古
く
は
第
一
拍
が
清
音
で
あ
る
が
、

中
世
辞
書
類
に
「
だ
け
」
の
例
が
み
ら
れ
る（
８
）。

同
時
代
に
「
岳
」
を
「
だ
け
」
と
す

る
が
、
こ
こ
で
は
清
音
の
「
み
た
け
」
を
支
持
し
て
い
る
。「
岳
」
は
『
人
紀
．
乾
私
．

袖
中
．
顕
散
』
が
Ｌ
Ｈ
、『
平
節
．
京
ア
』
は
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。
濁
音
の
「
だ
け
」
は

Ｌ
Ｈ
を
反
映
す
る
去
声
点
の
可
能
性
が
あ
る
。「
御
た
け
」
は
「
た
け
」
が
Ｌ
Ｈ
で

あ
っ
て
も
接
頭
「
御
」
を
つ
け
る
と
「
み
た
け
」
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。

6
「
た
〈
上
濁
〉
つ
」（
夕
顔
な
ど
）

諸
本
同
じ
差
声
。
注
に
は
「
冬
た
つ
日
」
と
あ
り
、
複
合
語
の
下
部
成
素
と
し
て

の
立
項
で
あ
る
。『
紫
明
抄
』
に
「
冬
た
つ
〈
○
上
濁
？
平
〉」
の
例
が
あ
る
。
濁
音

標
示
の
例
で
あ
る
。

7
「
め
を
や
た
〈
上
濁
〉
ち
て　

女
お
や
な
り
」（
蛍
）

耕
雲
本
と
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
同
じ
。
Ｄ
専
順
本
に
は
差
声
な

し
。
Ｃ
図
書
寮
甲
本
「
め
を
や
た
ち
て
〈
○
○
○
上
濁
平
○
〉」。『
河
海
抄
』
に
は

「
め
を
や
た
ち
〈
上
上
上
平
濁
平
〉」
が
あ
る
。

8
「
を
な
し
こ
〈
上
濁
〉
と　

如
也
」（
橋
姫
）

耕
雲
本
と
Ｃ
図
書
寮
甲
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
が
同
じ
、
他
は
差
声
な
し
。「
ご
と
」

は
『
古
今
．
僻
抄
．
袖
中
．
顕
拾
．
浄
拾
．
西
万
』
に
Ｈ
Ｌ
が
あ
る
。

9
「
を
ほ
〈
平
濁
〉
と
か（
９
）」（

帚
木
）

耕
雲
本
と
Ｃ
図
書
寮
甲
本
、
Ｄ
専
順
本
は
同
じ
差
声
。
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ

彰
考
館
本
は
「
を
ほ
と
〈
上
濁
〉
か
」
の
差
声
。
差
声
の
あ
る
拍
が
異
な
る
。
耕
雲

本
の
注
「
穏
也　

ま
た
お
ほ
め
き
た
る
心
と
も
愚
案
つ
ね
に
は
お
ゝ
と
か
と
よ
む
歟

お
ほ
つ
か
な
し
下
説
又
不
審
」
と
す
る
。
注
に
あ
る
よ
う
に
「
オ
オ
ド
カ
」
と
常
に

読
む
と
こ
ろ
を
「
オ
ボ
ト
カ
」
の
双
点
を
よ
し
と
は
し
て
い
な
い
。「
穏
」
の
意
味

で
あ
れ
ば
、「
と
」
が
濁
音
に
な
る
が
、「
お
ぼ
め
く
」
の
意
味
で
あ
れ
ば
「
ほ
」
が

濁
音
で
あ
り
、「
を
ぼ
と
か
」
説
を
不
審
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
見
出
し
語
の
声

点
自
体
も
移
声
で
あ
ろ
う
。

10
「
か
た
ほ
〈
上
濁
〉
片
耄
」（
夕
顔
）

Ｄ
専
順
本
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
耕
雲
本
と
同
様
。『
紫
明
抄
』

に
「
か
た
ほ
〈
平
上
上
濁
〉」
が
あ
る
。

11
「
と
〈
平
濁
〉
し
き　

屯
食
」（
桐
壺
）

Ｄ
専
順
本
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
耕
雲
本
と
同
様
。『
河
海
抄
』

「
と
し
き
〈
平
濁
平
濁
平
〉」。「
屯
」
は
『
色
葉
』
に
平
声
例
が
あ
る
。
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
変
化
後
で
あ
れ
ば
Ｈ
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
か
ら
、〈
上
濁
〉
と
差
さ
れ
て
よ
い
例
で
あ
る
。

12
「
と
〈
上
濁
〉
ち　

共
也
」（
帚
木
な
ど
）

耕
雲
本
、
Ｄ
専
順
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
に
あ
り
。「
ど
ち
」
は
『
古
今
』
に
Ｈ
Ｌ
と

Ｈ
Ｈ
の
両
様
が
み
ら
れ
、
濁
音
部
分
の
声
点
は
ア
ク
セ
ン
ト
に
も
合
う
。『
河
海
抄
』

に
「
女
と
〈
上
濁
〉
ち
」
の
例
が
あ
る
。

13
「
は
た
〈
上
濁
〉
さ
む
き　

膚
寒
也
又
説
は
た
〈
去
〉
さ
む
き
将
也
」（
桐
壷
）

去
声
は
、
Ｃ
図
書
寮
甲
本
に
な
く
、
Ｄ
専
順
本
と
耕
雲
本
は
同
じ
。
Ｉ
東
京
教
育

大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
「
は
た
〈
去
去
〉」。
こ
こ
で
は
第
二
拍
の
「
た
」
と
「
だ
」

で
の
清
濁
を
注
記
す
る
。
清
音
の
「
は
た
（
将
）」
は
『
古
今
』
Ｒ
Ｈ
、『
色
葉
．
巫

私
．
古
今
．
浄
拾
．
開
合
』
Ｈ
Ｈ
、『
古
訓
．
補
忘
．
京
ア
』
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
。
濁
音
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50

の
「
肌
」
は
『
和
名
．
医
心
．
名
義
．
人
紀
．
近
松
．
京
ア
』
に
Ｌ
Ｈ
と
あ
る
。
見

出
し
語
に
は
「
肌
」
の
Ｌ
Ｈ
を
反
映
し
た
上
声
の
双
点
が
差
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

清
音
「
は
た
」
は
去
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
見
出
し
語
の
濁
音
に
対
し
て
清
音
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
「
は
た
〈
去
去
〉」
も
「
は
」「
た
」
の

両
拍
と
も
清
音
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
見
出
し
語
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映

し
た
点
を
差
し
た
が
、
注
部
分
で
は
清
濁
の
み
が
問
題
で
あ
り
、
濁
音
が
上
声
で

あ
っ
た
た
め
に
、
清
音
注
記
を
そ
の
対
称
に
あ
た
る
去
声
位
置
に
ア
ク
セ
ン
ト
と
は

関
係
の
な
い
圏
点
を
差
し
て
、
清
音
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

14
「
は
〈
上
濁
〉
ち
の
を
」（
若
菜
下
）

耕
雲
本
と
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
に
あ
る
。『
紫
明
抄
』
に
は
「
は

ち
〈
平
濁
平
〉」。
注
に
「
発
絃
也
」
と
あ
る
。『
金
光
．
和
名
．
名
義
．
色
葉
』
に

Ｌ
Ｌ
が
あ
り
、
体
系
変
化
後
は
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
。

15
「
を
と
こ
た
〈
平
濁
〉
う
か
」（
末
摘
花
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
に
声
点
が
な
い
が
、
他
は
耕
雲
本
と
同
じ
。『
名
目
鈔
』
に
「
男

踏
歌
〈
○
平
平
〉」「
ヲ
ト
コ
タ
ウ
カ
〈
上
上
上
○
○
○
〉」
の
例
が
あ
り
、
諸
本
に

よ
っ
て
清
濁
は
異
な
る
が
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

〔
三
│
一
│
三
〕
Ｃ
図
書
寮
甲
本
、
Ｄ
専
順
本
に
声
点
が
な
い
例

耕
雲
本
と
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
の
み
の
例
は
、
耕
雲
本
か
ら
の
移

声
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

1
「
あ
こ
へ
〈
上
上
濁
○
〉
侍
へ
し　

過
分
之
義
也
」（
賢
木
）

Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
も
同
じ
差
声
。
こ
れ
は
、『
河
海
抄
』
に
「
あ

こ
へ
〈
上
上
濁
○
〉
侍
へ
し　

過
分
義
也
」
が
あ
る
。

2
「
こ
て
〈
平
濁
平
〉
給
へ
る
な
り
」（
東
屋
）

Ｎ
彰
考
館
は
「
こ
て
〈
平
濁
上
〉」
で
あ
る
。「
こ
ち
也　

こ
と
よ
く
い
ひ
こ
ち
給

な
り
愚
案
こ
と
よ
く
い
ふ
な
ら
す
と
も
こ
ち
こ
と
こ
て
い
つ
れ
も
五
音
通
す
る
な

り
」
と
あ
る
。「
ご
つ
」
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
例
は
な
い
が
、「
事
・
言
」
の
動
詞
化
し

た
も
の
で
あ
る
。「
事
・
言
」
と
も
に
第
三
類
で
、
Ｌ
Ｌ
で
あ
り
、
動
詞
化
し
た
場

合
に
も
低
起
式
の
Ｌ
Ｈ
で
あ
ろ
う
。〈
去
濁
上
〉
の
差
声
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

3
「
こ
て
〈
平
濁
平
〉
の
せ
に
」（
宿
木
）

Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
も
同
じ
差
声
。
注
に
は
「
囲
碁
出
銭
也
愚
案

囲
碁
手
銭
也
」
と
あ
る
。

4
注
「
さ
う
や
く
〈
平
濁
平
上
平
〉」

Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
「
さ
う
や
く
〈
平
濁
平
平
○
？
〉」、
Ｎ
彰
考
館
本
「
さ
う
や

く
〈
平
濁
平
平
上
〉」。
注
部
分
の
「
又
あ
け
ま
き
に
も
こ
よ
ひ
は
さ
う
や
く
〈
平
濁

平
上
平
〉
も
や
と
い
へ
る
は
雑
役
也
所
に
し
た
か
ふ
へ
し
」
に
当
た
る
。

5
「
さ
の
こ
と
き
〈
上
濁
平
平
〉」（
浮
舟
）

Ｎ
彰
考
館
本
「
さ
の
こ
と
き
〈
上
濁
上
平
〉」。「
こ
と
し
」
は
『
名
義
．
平
節
．

近
松
．
京
ア
』
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
声
点
ど
お
り
で
あ
る
。

6
「
た
み
〈
去
濁
上
〉
た
り　

迂
也
」（
玉
鬘
）

Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
耕
雲
本
と
同
じ
差
声
で
あ
る
。「
だ
む
」

は
『
西
万
』
に
Ｌ
Ｆ
の
例
が
あ
り
、
こ
の
差
声
は
Ｌ
Ｈ
を
〈
去
上
〉
で
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

7
「
つ
か
〈
上
濁
〉
せ
侍
る
」（
総
角
）

Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
も
同
じ
差
声
。「
常
不
軽
な
ん
‥
」
に
続
く

部
分
で
あ
る
。
清
濁
が
問
わ
れ
る
箇
所
で
「
つ
か
せ
」
か
「
つ
が
せ
」
か
で
後
者
を

注
記
し
て
い
る
。「
継
ぐ
」
は
第
一
類
動
詞
で
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。
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8
「
と
き
〈
上
濁
〉
と
ら
れ
て
」（
紅
梅
）

Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
に
例
が
あ
る
。「
と
き
」
か
「
と
ぎ
」
か
で

後
者
を
注
記
し
た
も
の
。「
伽
」
で
あ
ろ
う
か
、
ア
ク
セ
ン
ト
例
な
し
。

〔
三
│
二
〕
耕
雲
本
に
な
い
差
声

1
「
か
ま
の
さ
う
〈
平
濁
上
○
○
平
〉」（
東
屋
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
に
は
な
く
、
Ｄ
専
順
本
の
例
。
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館

本
に
は
「
か
ま
の
さ
う
〈
平
濁
上
○
平
平
〉」。「
降
魔
相
也
」「
降
〈
去
濁
〉」
は
『
法

華
経
単
字
』、「
魔
〈
去
〉」『
観
名
』、「
魔
〈
上
〉」『
法
華
経
単
字
』。〈
去
上
〉
で
注

記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
移
声
で
あ
ろ
う
。

2
「
へ
〈
上
濁
〉
御
‥
奠
也
」（
行
幸
）

Ｃ
図
書
寮
甲
本
の
例
で
あ
る
。
Ｄ
専
順
本
に
は
平
声
の
双
点
が
み
ら
れ
る
。『
紫

明
抄
』
に
「
御
へ
〈
上
濁
〉」
の
例
が
あ
る
。『
古
今
集
』
で
は
、「
御
嘗
」
に
「
お

む
へ
〈
平
平
上
濁
〉」『
古
今
訓
点
抄
』、「
御
嘗
〈
○
上
濁
〉」『
天
恵
』、「
御
嘗
〈
○

平
濁
〉」『
梅
・
清
聞
・
清
声
』
の
例
が
あ
る
。『
仙
源
抄
』
で
は
「
古
今
な
ど
に
御

へ
と
い
へ
る
は
嘗
義
也
い
つ
れ
も
ま
つ
る
義
な
れ
は
相
違
す
ま
し
き
な
り
」
と
あ
る
。

3
「
よ
う
せ
す
は
〈
平
平
上
去
濁
○
〉」（
桐
壺
）

Ｄ
専
順
本
の
例
で
Ｎ
彰
考
館
本
も
同
じ
で
、
Ｃ
図
書
寮
甲
本
に
は
な
い
。
Ｉ
東
京

教
育
大
学
本
「
よ
く
せ
す
は
〈
平
平
平
去
濁
○
〉」。『
河
海
抄
』「
よ
う
せ
ず
は
〈
平

平
上
平
濁
○
〉」
が
あ
り
、
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
こ
と
は
、
Ｄ
Ｎ
と
『
河
海
抄
』
は

同
じ
で
あ
る
。『
仙
源
抄
』
は
「
す
は
〈
去
濁
○
〉」
が
独
立
し
て
い
る
よ
う
に
差
さ

れ
て
い
る
。

4
「
を
こ
り
〈
平
上
濁
上
〉」（
桐
壺
）

「
驕
也
」
の
見
出
し
語
に
差
さ
れ
た
例
で
、
注
部
分
に
「
起
と
い
ふ
説
あ
り
し
か

ら
は
を
こ
り
〈
上
上
平
〉
と
よ
む
へ
し
愚
案
下
説
宜
歟
」
と
あ
り
、
耕
雲
本
、
Ｃ
図

書
寮
甲
本
に
は
こ
の
見
出
し
語
に
声
点
が
な
い
。
Ｄ
専
順
本
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学

本
、
Ｎ
彰
考
館
本
の
例
で
あ
る
。「
驕
る
」
は
第
一
類
動
詞
で
派
生
名
詞
も
Ｈ
Ｈ
Ｈ

で
、
声
点
に
合
わ
な
い
。

5
「
こ
き
〈
上
濁
〉
て
む
」（
桐
壺
）

Ｄ
専
順
本
に
は
声
点
が
な
い
。
注
で
は
「
弘
徽
殿
勘
云
こ
う
き
と
か
き
た
る
所
も

あ
り
先
達
口
伝
両
様
也
」
と
あ
り
、「
こ
ぎ
」
か
「
こ
う
ぎ
」
か
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

Ｃ
図
書
寮
甲
本
は
上
声
点
で
あ
る
が
、
Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
「
こ

き
〈
平
濁
〉
て
む
」
で
あ
る
。『
河
海
抄
』
に
は
次
の
声
点
が
あ
る
。

弘
徽
殿
〈
平
上
濁
去
〉
後
醍
醐
院
御
説

　
　
　
　
　
　

後
高
倉
院
御
文
庫
本
点
也
親
範
卿
点
云
々

こ
き
て
ん
〈
平
上
平
平
〉
源
親
行
説　

此
事
猶
口
伝
ア
リ

Ｃ
図
書
寮
甲
本
の
点
は
『
河
海
抄
』
の
後
醍
醐
院
御
説
と
同
じ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
Ｈ
の

部
分
の
み
を
差
し
て
い
る
。「
こ
ぎ
」
か
「
こ
き
」
か
で
説
が
分
か
れ
る
が
、「
こ
ぎ
」

説
を
採
っ
て
い
る
。

7
注
「
野
分
た
〈
上
濁
〉
ち
て
」（
桐
壷
）

見
出
し
「
た
つ
」
の
注
部
分
に
「
冬
た
つ
日
定
家
説
如
此
可
読
云
々
き
り
つ
ほ
に

野
分
た
〈
上
濁
〉
ち
て
こ
れ
も
に
こ
り
て
よ
む
へ
し
」
と
あ
る
。
耕
雲
本
に
は
見
出

し
語
「
た
〈
上
濁
〉
つ
」
上
声
の
双
点
が
あ
る
の
み
で
、
こ
の
注
に
は
声
点
が
な
い
。

Ｄ
専
順
本
以
外
の
行
悟
本
系
で
は
、
見
出
し
語
、
注
の
両
箇
所
に
上
声
の
双
点
が
あ

る
。『
河
海
抄
』
で
は
「
け
ふ
そ
冬
た
つ
〈
上
濁
平
？
〉
日
」
が
み
ら
れ
る
。「
野
分

だ
つ
」
は
、「
野
分
」
が
Ｌ
Ｈ
Ｌ
『
名
義
』
で
、「
立
つ
」
が
第
二
類
動
詞
で
あ
る
か

ら
、
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
か
。

8
「
わ
れ
ほ
〈
上
濁
〉
め　

自
讃
也
」（
梅
枝
）

Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
は
、
Ｃ
図
書
寮
甲
本
に
同
じ
。
Ｄ
専
順
本

「
わ
れ
ほ
〈
平
濁
〉
め
」。「
我
」
は
第
四
類
、「
褒
む
」
は
第
二
類
動
詞
で
あ
る
。
ア
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ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に
は
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
、
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
、
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
が
推
定
で
き
、
体

系
変
化
後
に
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

9
注
「
シ
ハ
〈
平
濁
〉」（
賢
木
・
明
石
）

Ｉ
東
京
教
育
大
学
本
、
Ｎ
彰
考
館
本
の
み
「
し
葉
ふ
る
ひ
人
」
の
注
に
「
日
本
紀

折
枝
葉
」
の
振
り
仮
名
「
シ
ハ
〈
平
濁
〉」
が
あ
る
。「
柴
」
は
『
名
義
』
に
Ｌ
Ｌ
で
、

ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
を
経
て
Ｈ
Ｌ
と
な
っ
て
も
「
ハ
」
は
の
高
さ
は
〈
平
〉
で
示

さ
れ
る
。

〔
三
│
三
〕
行
悟
本
に
な
い
差
声

耕
雲
本
の
み
の
例
で
あ
る
。

1
「
あ
つ
ひ
〈
上
上
上
濁
〉
給　

あ
つ
し
く
と
い
へ
る
心
也
」（
澪
標
）

注
記
部
分
「
あ
つ
し
く
と
い
へ
る
心
也
＼
愚
案
定
本
に
は
あ
つ
い
給
と
あ
り　

あ

つ
い
〈
上
上
濁
○
〉
と
よ
む
へ
き
歟
」
に
は
両
系
統
に
差
声
が
あ
る
。
見
出
し
語
の

「
あ
つ
び
」
で
は
な
く
、「
あ
づ
い
」
を
採
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
見
出
し
語

の
清
濁
を
採
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
見
出
し
へ
の
こ
の
差
声
は
、
移
声
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。〔
三
│
一
│
一
〕
3
で
述
べ
た
。

2
「
け
〈
上
濁
〉
む
も
あ
ら
は
れ
む
か
し
」（
真
木
柱
）

「
験
」
は
現
代
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｈ
Ｌ
。

3
注
「
こ
う
り
や
う
て
ん
〈
去
上
去
平
平
去
上
〉」（
桐
壺
）

『
色
葉
』
に
「
後
凉
殿
〈
去
平
○
〉」。『
仙
源
抄
』
の
例
は
、
漢
字
の
頭
に
あ
た
る

仮
名
に
〈
去
〉
が
差
さ
れ
、
漢
字
そ
れ
ぞ
れ
の
声
調
を
示
し
て
い
る
。

4
「
し
そ
く
〈
平
平
濁
○
〉　

親
族
也
」（
浮
舟
）

こ
の
項
目
は
、
行
悟
本
で
は
「
し
そ
く　

指
燭
也
」
と
同
項
目
に
加
え
ら
れ
て
お

り
、
独
立
し
て
い
な
い
が
、
耕
雲
本
は
別
立
て
さ
れ
て
い
る
。「
親
族
」
の
ア
ク
セ

ン
ト
例
は
な
い
が
、『
色
葉
』「
親
〈
平
〉」「
族
〈
入
濁
〉」、「
親
王
」
は
『
名
目
』

Ｌ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
、『
平
節
』
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
の
例
が
あ
る
。

5
「
ま
く
な
き
〈
上
平
上
去
濁
〉
定
家
説
ま
た
ゝ
き
歟
」（
明
石
）

「
ま
く
な
き
」
は
「
定
家
説
ま
た
ゝ
き
歟
云
々
瞬
メ
マ
シ
ロ
ク
め
く
は
す
也
摩
愚

那
岐
日
本
紀
」
と
注
記
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
人
皇
巻
諸
本
は
〈
平
上
上
平
〉
で

あ
る
。『
紫
明
抄
』
に
は
「
瞬
マ
シ
ロ
ク
メ
ク
ハ
ス　

摩
愚
那
岐
〈
平
上
濁
平
平
濁
〉

日
本
紀
」
と
あ
る
。
同
じ
「
日
本
紀
」
の
声
点
を
引
く
が
、
古
く
は
「
ま
ぐ
な
き
」

で
同
源
の
虫
名
と
し
て
は
『
和
名
．
人
紀
』
に
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
、『
名
義
』
に
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ

の
例
が
あ
る
。「
ま
」
に
「
目
」
の
意
識
が
あ
れ
ば
、
低
起
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
保

た
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、『
仙
源
抄
』
の
声
点
は
高
起
式
で
二
語
に
と
ら
え
た
「
ま

く
な
ぎ
」
で
、『
紫
明
抄
』
と
は
異
な
る
。
龍
門
文
庫
『
河
海
抄
』
に
〈
平
平
濁
？

上
去
濁
〉
が
あ
る
。

6
注
「
お
〈
上
〉
は
し
ま
せ
な
り
」

耕
雲
自
筆
本
の
み
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
お
は
さ
う
す
」（
帚
木
）
の
注
の
部

分
で
あ
る
。「
お
は
す
」
は
『
名
義
．
人
紀
』
に
Ｌ
Ｈ
Ｌ
が
あ
る
。
専
順
本
で
は
見

出
し
語
「
を
は
さ
う
す
」、
注
「
を
は
し
ま
せ
な
り
」
で
配
列
も
異
な
っ
て
い
る
。

7
「
こ
〈
上
濁
〉
と
な
る
」（
橋
姫
）

「
ご
と
」
に
は
『
古
今
．
僻
抄
．
袖
中
．
顕
拾
．
浄
拾
．
西
万
』
Ｈ
Ｌ
の
例
が
あ
る
。

8
「
さ
〈
平
濁
〉
け　

邪
気
也
」（
柏
木
）

ア
ク
セ
ン
ト
例
が
な
い
。

9
「
さ
と
ひ
〈
平
濁
〉
ゐ
中
ひ
た
る
也
」（
玉
鬘
）

「
里
」
第
一
類
、
動
詞
「
さ
と
ぶ
」
も
第
一
類
動
詞
同
様
で
連
用
形
は
Ｈ
Ｈ
Ｌ
。

10
「
し
ほ
〈
平
濁
〉
ち
の
女　

新
発
也
」（
若
紫
）

『
河
海
抄
』
に
は
「
し
ほ
〈
平
濁
〉
ち
の　

新
発
意
」
が
あ
る
。
古
い
ア
ク
セ
ン

ト
例
は
な
い
。
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11
「
と
〈
上
濁
〉
し
み　

御
…
試
薬
事
也
」（
少
女
）

『
河
海
抄
』
に
「
と
〈
上
濁
〉
し
み
」
の
例
が
み
ら
れ
る
。

12
「
ひ
な
ひ
〈
平
濁
〉
た
る　

夷
也
ゐ
中
ひ
た
る
也
」（
末
摘
花
）

「
ひ
な
ふ
〈
上
上
平
濁
〉」『
古
今
（
毘
．
高
貞
）．
勢
語
』、
Ｈ
Ｈ
Ｌ
の
Ｌ
を
〈
平
濁
〉

で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
龍
門
文
庫
本
『
河
海
抄
』
に
は
「
ひ
な
ひ
〈
去
濁
〉
た
る
」

の
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
濁
音
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

13
「
ま
け
〈
上
濁
〉
さ
せ
給　

枉
也
曲
也
」（
桐
壷
）

「
ま
ぐ
」
Ｈ
Ｌ
『
名
義
．
古
語
』
な
ど
。
第
一
類
で
、「
さ
す
」
が
下
接
し
て
「
ま

げ
」
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
。

14
「
を
の
か
し
ゝ
〈
○
○
○
去
濁
平
〉」

注
「
各
競
ヲ
ノ
カ
シ
ゝ
日
本
紀　

又
各
自
恣　

万
ニ
ハ
各
寺
師
」「
を
の
か
し
ゝ
」

は
、『
浄
拾
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
例
が
あ
る
が
、
注
か
ら
は
「
を
の
か
」
と
「
し
ゝ
」

と
形
態
素
を
分
け
て
、
そ
の
後
部
の
頭
に
〈
去
〉
を
置
い
た
例
と
み
ら
れ
る
。「
自

恣
」
か
「
寺
師
」
か
は
不
明
で
あ
る
。

「
を
の
か
し
ゝ
」
は
『
紫
明
抄
』
で
は
巻
ご
と
に
取
り
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
ほ
ど

頻
繁
に
立
項
さ
れ
て
い
る
。
語
構
成
に
問
題
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
龍
門
文
庫

本
『
河
海
抄
』
に
「
を
の
か
し
ゝ
〈
○
○
○
平
濁
平
〉」
の
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
と

は
異
な
る
差
声
で
あ
る
。

四　

差
声
の
考
察

三
で
声
点
全
体
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
長
慶
天
皇
の
自
ら
の
差
声
か
、
典
拠

あ
っ
て
の
移
声
か
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
。
稿
末
に
三
で
分
類
し
た
声
点
を
表
に

し
、『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』
な
ど
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
場
合
と
、
注
か
ら

明
ら
か
な
典
拠
が
あ
る
か
を
示
し
た
。
典
拠
が
あ
る
場
合
に
は
○
、
典
拠
は
あ
る
が

『
仙
源
抄
』
と
相
違
す
る
場
合
に
は
×
を
、
声
点
に
つ
い
て
は
「
移
声
」、
清
濁
に
つ

い
て
は
「
清
濁
」
欄
に
付
け
た
。

〔
四
│
一
〕
移
声
か
ど
う
か

声
点
に
は
、
先
行
文
献
か
ら
移
声
さ
れ
た
も
の
と
、
長
慶
天
皇
の
解
釈
に
拠
っ
て

新
た
に
差
さ
れ
た
も
の
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
見
出
し
語
に
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て
が
長
慶
天
皇
の
解
釈
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
、〔
三
│
一
│
一
〕
22
、〔
三
│
二
〕
4
で
取
り
上
げ
た
「
を
こ
り
」
を
み
る
。

「
を
こ
り　

か
ゝ
る
事
の
…
驕
也　

又
起
と
い
ふ
説
あ
り　

し
か
ら
は
を
こ
り

〈
上
上
平
〉
と
よ
む
へ
し
、
愚
案
下
説
宜
歟
」
と
耕
雲
本
に
あ
る
。
専
順
本
に
は
見

出
し
に
も
「
を
こ
り
〈
平
上
濁
上
〉」
の
差
声
が
あ
る
。「
驕
る
」
は
第
一
類
動
詞
で

あ
り
、
そ
の
転
成
名
詞
「
驕
り
」
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
か
ら
、
専
順
本
の
見
出
し
の
声

点
は
不
審
で
あ
る
。「
驕
り
」
は
、〈
上
上
濁
上
〉
が
差
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
仮
名

遣
い
は
「
を
こ
り
」
で
よ
い
。〈
平
上
濁
平
〉
で
あ
れ
ば
、
見
出
し
語
の
仮
名
遣
い

も
「
お
こ
り
」
と
し
て
、
配
列
も
変
更
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
の
「
起
り
」

は
「
起
る
」
が
第
二
類
動
詞
で
あ
り
、
そ
の
転
成
名
詞
は
Ｌ
Ｌ
Ｌ
∨
Ｈ
Ｈ
Ｌ
の
変
化

を
す
る
の
で
、〈
上
上
平
〉
は
長
慶
天
皇
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
れ
に
拠
っ
た

仮
名
遣
い
「
を
こ
り
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
濁
音
標
示
の
た
め
の
差
声
で
あ
る
〔
三
│
一
│
二
〕
9
「
を
ほ
〈
平
濁
〉

と
か　

穏
也　

ま
た
お
ほ
め
き
た
る
心
と
も
愚
案
つ
ね
に
は
お
ゝ
と
か
と
よ
む
歟
お

ほ
つ
か
な
し
下
説
又
不
審
」
と
あ
る
よ
う
に
「
オ
オ
ド
カ
」
と
常
に
読
む
と
こ
ろ
を

「
オ
ボ
ト
カ
」
が
見
出
し
に
立
っ
て
お
り
、
差
声
は
自
ら
の
も
の
で
は
な
い
。

差
声
者
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
清
原
教
隆
に
よ
る
「
教
隆
説
わ
か
む
と
ほ

り
〈
平
平
平
平
濁
平
平
〉」
で
あ
る
。
長
慶
天
皇
は
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
の
生

育
と
推
定
さ
れ
、
語
頭
か
ら
平
声
が
続
く
〈
平
平
…
〉
の
よ
う
な
差
声
に
は
他
か
ら
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の
引
用
の
可
能
性
が
高
い
。
例
え
ば
、〔
三
│
一
│
一
〕
21
「
む
く
つ
け
し
〈
平
平

平
濁
平
○
〉
蠢
也
貪
也
愚
案
此
注
猶
心
ゆ
か
す
や
」
は
、
声
点
も
差
し
な
が
ら
注
の

説
に
は
納
得
し
て
い
な
い
と
記
す
の
は
、
声
点
も
含
め
て
他
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、〔
三
│
一
│
三
〕
2
「
こ
て
〈
平
濁
平
〉
給
へ
る
な
り
」
の
よ
う
に

Ｌ
Ｈ
が
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
〈
平
平
〉
が
差
さ
れ
て
お
り
、
契
沖
の
よ
う
な
新
し

い
差
声
法
に
よ
り
Ｈ
Ｌ
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
も
〈
平
平
…
〉
は
移

声
と
で
き
よ
う
。

次
に
、
参
考
に
し
た
『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』
と
同
じ
語
に
差
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

異
な
る
差
声
の
も
の
を
み
る
。

〔
三
│
一
│
一
〕
18
「
お
れ
て
〈
去
上
上
濁
〉」
が
『
河
海
抄
』
で
「
お
れ
て
〈
平

上
上
濁
〉」（
愚
）
と
な
っ
て
い
る
。
語
頭
の
Ｌ
Ｈ
に
〈
去
上
〉
と
差
す
の
は
新
し
い

注
記
で
あ
る
。『
仙
源
抄
』
で
は
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
仮
名
遣
い
の
解
釈
と
し
て
、

し
は
ら
く
い
ろ
は
を
つ
ね
に
よ
む
や
う
に
て
声
を
さ
く
ら
は
お
文
字
は
去
声
な

る
へ
し
定
家
か
お
文
字
つ
か
ふ
へ
き
事
を
か
く
に
山
の
お
く
と
か
け
り
ま
こ
と

に
去
声
と
お
ほ
ゆ
る
を
…

の
よ
う
に
去
声
を
「
お
」
で
書
く
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
変
化
後
の
低
起
式
の
語
頭
に
は
去
声
点
が
差
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て

「
お
れ
て
」
の
Ｌ
Ｈ
に
『
河
海
抄
』
の
〈
平
上
〉
で
は
な
く
、
自
ら
の
四
声
観
に
合
っ

た
〈
去
上
〉
を
差
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
項
目
は
前
述
し
た
と
お
り
、
注
「
を
れ
ぬ

と
い
ふ
な
り
」
の
よ
う
に
否
定
の
助
動
詞
「
ぬ
」
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
第
二
類
動

詞
に
接
続
し
、
古
く
Ｌ
Ｌ
Ｈ
で
あ
る
も
の
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
に
よ
り
Ｈ
Ｌ

Ｌ
に
な
り
、「
を
れ
て
」
の
仮
名
遣
い
に
な
る
。
こ
の
例
の
ご
と
く
語
頭
の
上
昇
調

を
〈
平
上
〉
で
差
し
た
も
の
は
、
長
慶
天
皇
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、〈
去
上
〉
が

長
慶
天
皇
の
差
声
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
見
出
し
語
に
声
点
が
あ
る
だ
け
で
、
注
の
な
い
項
目
に
つ
い
て
は
、

長
慶
天
皇
自
身
の
差
声
と
み
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

注
を
持
た
な
い
見
出
し
語
に
差
声
の
み
の
例
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
仮
名
遣
い
と
関
わ

る
「
お
ほ
と
の
こ
も
る
〈
平
上
上
上
上
濁
上
上
〉」
と
「
を
よ
す
け
も
て
お
は
す
る

〈
平
平
上
上
上
上
平
平
上
○
〉」
で
あ
る
。
両
例
と
も
問
題
を
も
つ
。

ま
ず
、「
お
ほ
と
の
こ
も
る
」
に
つ
い
て
は
両
系
統
と
も
出
現
順
が
「
を
ほ
と
か
」

「
お
ほ
と
の
こ
も
る
」「
を
ほ
ち
」
で
「
を
」
の
配
列
の
な
か
に
位
置
し
て
い
る
。
自

ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
「
を
ほ
と
の
こ
も
る
」
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
引
用
し
た

も
の
が
「
お
ほ
と
の
こ
も
る
〈
平
上
上
上
上
濁
上
上
〉
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま

写
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
お
ほ
と
の
」
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前

に
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
『
名
義
』、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
に
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
『
脚
結
』
の
例
が

あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
長
慶
天
皇
は
去
声
を
「
お
」
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
例
は

自
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
差
し
た
の
で
は
な
く
、
見
出
し
語
も
「
を
ほ
と
の
こ
も
る
」

に
訂
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

「
を
よ
す
け
も
て
お
は
す
る
」
は
両
系
統
と
も
出
現
順
で
は
「
を
か
し
き
」「
を
よ

す
け
も
て
お
は
す
る
」「
を
た
き
」
の
順
で
あ
り
、
位
置
に
問
題
は
な
い
。「
を
よ
す

け
」
の
「
を
」
に
対
し
て
平
声
が
差
さ
れ
て
い
る
の
が
問
題
で
あ
る
。
長
慶
天
皇
は

「
を
」
を
上
声
と
解
釈
し
て
い
た
の
で
仮
名
遣
い
に
合
わ
な
い
。
差
さ
れ
た
声
点
〈
平

平
上
上
上
上
平
平
上
○
〉
は
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
の
も
の
で
あ
る
が
、「
を
よ

す
け
」
は
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
か
ら
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
に
変
化
た
た
め
「
を
」
で
表
記
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
も
長
慶
天
皇
自
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
差
し
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
二
例
は
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る
仮
名
遣
い
が
採
ら
れ
て
い
る
た
め
に
配
列
も
問

題
に
な
る
。
他
に
配
列
で
問
題
な
も
の
と
し
て
は
、
耕
雲
本
系
「
お
は
さ
う
す
」
が

行
悟
本
系
で
は
「
を
は
さ
う
す
」
と
し
て
配
列
が
大
き
く
ず
れ
る
例
が
あ
る
。

耕
雲
自
筆
本
は
「
お
は
さ
う
す　

お
は
し
ま
す
な
り
お
は
し
ま
さ
へ
と
あ
る
は　

お
〈
上
〉
は
し
ま
せ
な
り
」
と
あ
り
、
諸
本
中
、
唯
一
声
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
声
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点
ど
お
り
で
あ
れ
ば
、
上
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
を
は
し
ま
せ

な
り
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
専
順
本
は
「
を
は
さ
う
す　

を
は
し

ま
す
也　

を
は
し
ま
さ
へ
と
あ
る
は　

を
は
し
ま
す
也
」
と
あ
る
。
耕
雲
系
と
専
順

本
と
は
ど
ち
ら
か
が
改
訂
を
加
え
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
声
点
が
後
な
ら
ば
、
専

順
本
が
訂
正
後
の
も
の
で
あ
る
。

〔
四
│
二
〕
語
頭
以
外
の
去
声
点

語
頭
以
外
に
去
声
が
差
さ
れ
る
の
は
、
両
系
統
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
用
例

か
ら
見
て
い
く
と
、『
仙
源
抄
』
の
去
声
点
は
、
語
頭
に
差
さ
れ
た
場
合
に
は
長
慶

天
皇
の
四
声
観
に
基
づ
い
た
自
ら
の
差
声
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
問
題
は

語
頭
以
外
の
去
声
で
あ
る
。

「
は
た
〈
上
濁
〉
さ
む
き　

膚
寒
也　

又
説
は
た
〈
去
〉
さ
む
き
将
也
」
は
、「
た
」

の
清
濁
の
違
い
を
示
し
た
だ
け
で
、
濁
音
を
左
上
、
清
音
を
右
上
と
左
右
対
称
の
位

置
に
示
し
て
お
り
、
去
声
の
声
調
を
表
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
注
記
の
目
的
に

よ
っ
て
声
調
を
示
さ
な
い
圏
点
も
み
ら
れ
る
。

語
中
、
語
末
の
去
声
点
で
特
筆
す
べ
き
は
、「
ま
く
な
き
〈
上
平
上
去
濁
〉
定
家

説
ま
た
ゝ
き
歟
云
々
瞬
メ
マ
シ
ロ
ク
め
く
は
す
也　

摩
愚
那
岐　

日
本
紀
」（
明
石
）

で
、
耕
雲
本
の
み
に
あ
る
差
声
例
で
あ
る
。『
紫
明
抄
』
で
は
「
摩
愚
那
岐
〈
平
上

濁
平
平
濁
〉」、
龍
門
文
庫
本
『
河
海
抄
』
に
は
「
ま
く
な
き
〈
平
平
？
濁
上
去
濁
〉

つ
く
り
て
」
と
あ
り
、「
く
」
の
右
側
に
「
ス
ム
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
、
注
に
は
「
摩

愚
那
妓
〈
平
上
濁
上
上
〉　

日
本
紀
」
と
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
諸
本
に
「
摩
愚
那
岐

〈
平
上
上
平
〉」
が
み
ら
れ
、
差
声
が
異
な
る
。
耕
雲
本
の
み
二
拍
め
が
清
音
で
あ
り
、

『
河
海
抄
』
の
書
入
れ
に
合
致
す
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
は
同
源
の
虫
名
が
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
『
和

名
．
人
紀
』、
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
『
名
義
』
で
あ
る
。
跋
文
の
「
紙
」
に
差
さ
れ
た
〈
上
去
〉

が
Ｈ
Ｌ
を
示
す
と
考
え
る
と
、
耕
雲
本
の
声
点
で
は
「
ま
く
〈
上
平
〉」
と
「
な
き
〈
上

去
濁
〉」
と
に
分
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
か
ら
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ

を
へ
て
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
と
な
る
中
間
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
現
れ
た
か
。
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の

途
中
と
み
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
例
と
〔
三
│
一
│
一
〕
17
「
を
そ
き
〈
上
去
濁
上
〉」

で
あ
る
。
去
声
点
が
語
頭
以
外
に
差
さ
れ
た
場
合
も
低
を
示
し
て
は
い
る
の
だ
ろ
う
。

〔
四
│
三
〕
濁
音
標
示
に
つ
い
て

語
義
解
釈
の
た
め
に
の
み
清
濁
を
示
し
た
差
声
に
は
〈
去
濁
〉
の
例
は
一
例
の
み

で
あ
る
。
こ
れ
は
、〔
三
│
一
│
二
〕
5
で
扱
っ
た
「
愚
案
御
嶽
と
か
け
と
も
た
〈
去

濁
〉
け
と
は
よ
ま
す
御
た
け
〈
上
上
〉
と
読
む
な
り
」
と
い
う
長
慶
天
皇
の
差
声
で

あ
る
。「
嶽
」
Ｌ
Ｈ
の
語
頭
の
上
昇
を
表
す
も
の
で
、
清
音
と
の
対
比
で
差
さ
れ
て

い
る
。

濁
音
を
示
す
だ
け
の
差
声
の
多
く
が
〈
上
濁
〉
の
例
で
あ
る
。
個
々
の
例
は
検
討

し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
濁
音
標
示
の
た
め
の
声
点
の
場
合
に
は
上
声
位
置
に
双
点

を
差
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
語
頭
の
平
声
双
点
は
典
拠
が
あ
っ
て
の
差
声
で
、
移

声
で
あ
ろ
う
。

五　

お
わ
り
に

『
仙
源
抄
』
の
本
文
に
差
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
長
慶
天
皇

が
自
ら
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
差
し
た
も
の
と
、
出
典
が
あ
っ
て
移
声
し
た
も
の
が
あ
る

こ
と
は
分
か
っ
た
が
、
そ
の
判
断
は
む
ず
か
し
い
。
注
の
中
に
は
明
ら
か
に
ア
ク
セ

ン
ト
体
系
変
化
後
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
差
し
た
も
の
が
み
ら
れ
、
天
皇
自
身
の
差
声
と

認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
問
題
の
跋
文
に
お
け
る
「
か
み
」
へ
の
差

声
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。

本
文
の
差
声
か
ら
も
〈
平
平
〉
は
長
慶
天
皇
自
身
の
差
声
法
で
は
な
く
、
新
し
い
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声
点
注
記
法
で
Ｈ
Ｌ
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
天
皇
自
身
が
ど
の
よ
う

な
音
調
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
古
い
文
献
に
拠
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、〈
去
上
〉〈
上
去
〉
は
天
皇
の
差
声
と
し
て
も
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。
同
音
異
義
語
を
平
上
去
で
書
き
分
け
る
た
め
に
自
身
の
差
声
法
で
は
な

い
古
い
差
声
法
も
採
用
し
た
の
で
あ
り
、
体
系
変
化
前
の
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
で
生
育

し
た
と
か
、
古
い
音
調
を
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

【
注
】

（
1
）　

坂
本
清
恵
「「
仙
源
抄
」
と
ア
ク
セ
ン
ト
仮
名
遣
い
│
長
慶
天
皇
は
わ
か
っ
て
い

た
│
」『
国
文
目
白
』
四
九
（
二
〇
一
〇
・
三
）

（
2
）　

金
田
一
春
彦
「
国
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
時
代
的
変
遷
」『
国
語
と
国
文
学
』
三
五
│

一
〇
（
一
九
六
〇
・
一
〇
）〔『
金
田
一
春
彦
著
作
集
』
第
九
巻　

玉
川
大
学
出
版
部

二
〇
〇
五
・
九
に
所
収
〕

　
　

馬
渕
和
夫
「
定
家
か
な
づ
か
い
と
契
沖
か
な
づ
か
い
」『
続
日
本
文
法
講
座
2
表
記
編
』

明
治
書
院
（
一
九
五
六
・
六
）

　
　

前
田
冨
祺
「
近
世
に
お
け
る
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
観
」『
国
語
学
』
七
一
（
一
九
六
七
・

一
二
）

　
　

望
月
郁
子
「「
仙
源
抄
」
跋
文
の
語
調
標
示
の
方
法
と
そ
の
発
想
│
去
声
の
体
言
と
そ

の
派
生
語
に
お
け
る
│
」『
常
葉
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
五
（
一
九
七
四
・
三
）
六
〔『
類

聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
』
笠
間
書
院　

一
九
九
二
・
二
に
所
収
〕

　
　

上
野
和
昭
「
四
声
観
と
定
家
仮
名
遣
批
判
」『
新
編
荷
田
春
満
全
集
月
報
』
一
一

（
二
〇
〇
九
・
六
）

　
　

川
上
蓁
「
契
沖
の
ア
ク
セ
ン
ト
表
記
法
」『
日
本
近
代
語
研
究
』
五
（
二
〇
〇
九
・

一
〇
）

（
3
）　

岩
坪
健
「『
仙
源
抄
』
の
系
統
」『
親
和
国
文
』
二
九
（
一
九
九
四
・
一
二
）〔『
源
氏

物
語
古
注
集
成
21　

仙
源
抄
』
お
う
ふ
う
一
九
九
八
・
二
〕

（
4
）　

跋
文
「
又
一
文
字
に
て
は　

は　

木
葉
」
の
「
は
」
の
上
声
点
位
置
が
虫
損
の
た
め
。

「
葉
」
は
第
二
類
。

（
5
）　

鈴
木
豊
編
『
日
本
書
紀
人
皇
巻
諸
本　

声
点
付
語
彙
索
引
』
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料

索
引
一
九
（
二
〇
〇
三
）

（
6
）　
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
21　

仙
源
抄
』
の
翻
刻
で
は
「
か
た
み
〈
上
平
上
〉」
と
す

る
位
置
に
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
字
母
「
多
」
の
第
二
画
の
上
な
ら
ば
、
上
声
点
、

下
な
ら
ば
平
声
点
と
で
き
よ
う
。

（
7
）　

堤
康
夫
「『
異
本
紫
明
抄
』
編
者
に
関
す
る
一
考
察
│
清
原
教
隆
と
の
関
係
を
中
心

に
し
て
│
」『
國
學
院
雑
誌
』
八
八
│
一
（
一
九
八
七
・
一
）
に
よ
れ
ば
、『
異
本
紫
明

抄
』
に
は
教
隆
に
よ
る
注
記
が
一
五
六
項
目
み
ら
れ
、「
今
案
」
注
記
者
が
教
隆
と
直

接
問
答
を
行
う
な
ど
、
非
常
に
関
係
が
深
か
っ
た
と
い
う
。

　
　

岩
坪
健
「『
紫
明
抄
』
に
成
立
過
程
│
『
異
本
紫
明
抄
』
と
の
関
係
│
」『
古
代
中
世

文
学
研
究
論
集
』
二
（
一
九
九
六
）
で
は
『
仙
源
抄
』
が
採
用
し
た
の
は
、
三
撰
本

系
統
と
す
る
。
内
閣
文
庫
本
（
三
撰
本
系
統
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
に
よ
る
）
は
「
わ
か
む
と
お
り
」
の
仮
名
遣
い
で
注
記
は
京
大
本
と
同
内
容
で

教
隆
説
は
な
い
。

（
8
）　
『
文
明
本
節
用
集
』『
印
度
本
節
用
集
』『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
「
ダ
ケ
」
が
見
ら

れ
る
。

（
9
）　
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
21　

仙
源
抄
』
の
翻
刻
は
「
を
ほ
ど
〈
上
濁
〉
か
」
と
す
る

圏
点
が
あ
る
が
、「
ほ
」
の
平
声
双
点
な
の
で
、「
お
ぼ
〈
平
濁
〉
と
か
」
と
す
べ
き

で
あ
る
。

〈
上
上
上
〉

〈
上
平
平
〉
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〔三‒一‒一〕両系統に差声のある例

仮名遣 箇所 耕雲本 専順本 図書寮甲本 東京教育大
学本 彰考本 紫明抄 河海抄 移

声
清
濁

あたけ 朝顔652.11 「あたけ〈上平平〉」 なし ○上上平 ○上平？平 ○上上平 なし ○上平濁平 ○ ×

あだけ 若菜上
1033.2

「あたけ〈上上濁
○〉」 なし 上上濁上 なし 上上濁上 なし 上上濁上濁 ○ △

あづい 澪標483.13 注「あつい〈上上濁
○〉とよむへき歟」 なし 上上濁上 上上濁上 上上濁上 あつしう〈上

上濁上平〉
あつしく〈上
上濁上○〉 ○ ○

うけはり 桐壺23.3 「うけはり〈上上上
平〉」 上上上○ 上？上上

上？ なし なし なし うけは〈上
濁〉り ×

おほとのご
もる

桐壺13.12
若紫191.12

「おほとのこもる
〈平上上上上濁上
上〉」

平上上上
上濁上上

平？上○
上？上濁上
上

上上上○上
濁上濁上

上上上上上
濁上濁上 なし なし

かたみ 桐壺13.3 「かたみ〈上上上〉」
「記念」 上上上 上上上 上上上 上上上 なし なし

かたみ 帚木50.6 「かたみ〈去上上〉」
「相互也」 なし 去上上 去上上 去上上 なし なし

さがりば 空蝉87.9 「さかりは〈平上？
濁平上濁〉」 なし 平上？濁上

上濁 平平濁平上 平平濁平上 平平濁平平
濁 なし ○

ざへ 桐壺20.13
など

「さへ〈平濁上〉才
也」 なし 上濁○ なし なし なし 平濁上 ○ ○

じ 夕霧
1313.13 「時〈上濁〉」 なし 上濁 なし なし 上濁 なし ○ ○

だつやと 東屋
1839.13

「たつやと〈上濁上
平上〉」

上濁上平
上 上濁上平上 なし 上濁○上上 なし たつやと〈上

濁上平上濁〉 ○ ×

とどめし 桐壺14.14 「とゝめし〈上上濁
上上〉」

上上濁上
上 上上濁上上 上上濁上上 上上濁上上 なし なし ×

みたけ
夕顔118.4
手習
1989.11

注「御たけ〈○上
上〉」 なし ○上？上 ○上上 上上 なし なし

やんごとな
き 桐壺5.1 注「やんことなき

〈上上去濁上去上〉」 なし
上上去濁平
○○

上上○○○
○

上上去濁平
去○ なし なし ○ ○

よきみち 真木柱
939.1

注「よき〈去上〉み
ち」 去上○○ 上上○○ 去上○○ 去上○○ なし なし

よぎみち 真木柱
939.1

注「よき〈上上濁〉
みち」

上上濁○
○ 上上○○ 上上濁○○ 上上濁○○ なし なし

わかむどほ
り

末摘花
202.1

注「わかむとほり
〈平平平平濁平平〉」

平平平平
平平

平上？平平
平平 なし 平平平平平

平 なし なし ○ ○

をぞき 東屋
1825.10

「をそき〈上去濁
上〉人」 ○去濁上 ○去濁○ ○去濁上 ○去濁上 なし なし

おれで 夕霧
1312.12

「おれて〈去上上
濁〉としふる人」 ○○上濁 なし ○上上濁 ○上上濁 なし 平上上？濁 × ○

かごと 桐壺15.9 「かこと〈上上濁
○〉誓言也」 上上濁○ なし なし 上上濁○ なし 上平濁上 × ○

つしやぎ 真木柱
947.9

「つしやき〈平平上
平濁〉」

平平上平
濁 なし 平平上平濁 平平上平濁 なし なし ○

むくづけし 夕顔121.5 「むくつけし〈平平
平濁平○〉」

平平平濁
平○ なし 平○平平○ 平○平平○ なし なし ○ ○

をこり 桐壺5.8 注「をこり〈上上
平〉」 ○上上 なし なし なし なし なし

をよすけも
ておはする 桐壺7.14

「をよすけもてお
はする〈平平上上
上上平平上○〉」

平平上上
上上平上
上○

なし ○○上上上
○

○○上上上
○ なし なし × ×

〔三‒一‒二〕両系統に濁音標示のある例

仮名遣 箇所 耕雲本 専順本 図書寮甲本 東京教育大
学本 彰考本 紫明抄

（京大本） 河海抄 移
声
清
濁

いぶかし 夕顔107.13 「いふ〈上濁〉かし」 いふ〈上濁〉かし なし なし なし なし なし
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こころば 絵合557.12 「こゝろ葉〈上濁〉」 こゝろは〈上濁〉
こころは
〈上濁〉

こゝろは
〈上濁〉

こころは
〈上濁〉

こゝろは
〈平平平上
濁〉

なし ○

さが 帚木35.3 「さか〈上濁〉」 なし さか〈上濁〉 さか〈上濁〉 さか〈上濁〉 なし なし

ぜむざう
須磨435.1
玉鬘732.11
など

「せむさう〈上濁○
上濁○〉」 なし

せむさう
〈上濁○上
濁○〉

なし なし なし なし

だけ
夕顔118.4
手習
1989.11

注「たけ〈去濁○〉」 なし た〈去濁〉
け なし なし なし なし

だつ 夕顔145.12
桐壺11.7 「た〈上濁〉つ」 たつ〈上

濁○〉 た〈上濁〉つ た〈上濁〉つ た〈上濁〉つ なし なし ○

めをやだち
て 蛍810.3

「めを（越）やた
〈上濁〉ちて」「女
おやなり」

なし
めをやたち
て〈○○○
上濁平○〉」

めをやた
〈上濁〉ちて

めをやた
〈上濁〉ちて なし

めをやたち
〈上上上平濁
平〉

○

をなしごと 橋姫1530.9 「をなしこ〈上濁〉と」 なし をなしこ
〈上濁〉と なし をなしこ

〈上濁〉と なし なし

をぼとか 帚木42.7 「をほ〈平濁〉とか　
穏也」

をほ〈平
濁〉とか

「をほ〈平
濁〉とか」

をほと〈上
濁〉か

をほと〈上
濁〉か なし なし ○

かたぼ 夕顔103.7 「かたほ〈上濁〉」 かたほ
〈上濁〉 なし かたほ〈上

濁〉
かたほ〈上
濁〉

かたぼ〈平？
上上濁〉 なし ○

どしき 桐壺26.7
など 「と〈平濁〉しき」 と〈平

濁〉しき なし と〈平濁〉
しき

と〈平濁〉
しき なし としき〈平濁

平濁平〉 ×

どち 帚木61.13 「と〈上濁〉ち　共
也」

と〈平
濁〉ち なし なし と〈上濁〉

ち なし なし ○

はだ 桐壺11.7 「はた〈上濁〉さむ
き」 なし なし はた〈上

濁〉さむき
はた〈上
濁〉さむき なし なし

はた 桐壺11.7 注「膚寒也　又は
た〈去〉さむき」

注「はた
〈去〉さ
むき也」

なし はた〈去
去〉さむき

はた〈去
去〉さむき なし なし

ばち 若菜下
1151.5 「は〈上濁〉ちのを」 なし なし は〈上濁〉

ちのを
は〈上濁〉
ちのを

ばち〈平濁
平〉 なし × ○

をとこだう
か

末摘花
227.14

「をとこた〈平濁〉
うか」

をとこた
〈平濁〉
うか

なし をとこた〈平
濁〉うか

をとこた〈平
濁〉うか なし なし

〔三‒一‒三〕Ｃ図書寮甲本、Ｄ専順本に声点がない例

仮名遣 箇所 耕雲本 専順本 図書寮甲本 東京教育大
学本 彰考本 紫明抄

（京大本） 河海抄 移
声
清
濁

あごへ 賢木379.4 「あこへ〈上上濁
○〉侍へし」 なし なし

あこへ〈上
上濁○〉侍
へし

あこへ〈上
上濁○〉侍
へし

なし あこへ〈上上
濁○〉 ○ ○

ごて 東屋1802.3 「こて〈平濁平〉給へるなり」 なし なし なし
こて〈平濁
上〉給へる
也

なし なし

ごて 宿木1771.6
「こて〈平濁平〉の
せに」「囲碁出銭
也」

なし なし こて〈平濁
平〉のせに

こて〈平濁
平〉 なし なし

ざうやく 帚木60.8
など

注「さうやく〈平
濁平上平〉」 なし なし

さうやく
〈平濁平平
○？〉

さうやく
〈平濁平平
上〉

なし なし

さのごとき 浮舟1916.4 「さのことき〈上濁平平〉」 なし なし なし さのことき
〈上濁上平〉 なし なし

だみ 玉鬘725.2 「たみ〈去濁上〉た
り」「迂也」 なし なし たみ〈去濁

上〉たり
たみ〈去濁
上〉たり なし たみて〈平濁

平○〉 × ○

つがせ 総角1656.3 「つか〈上濁〉せ侍る」 なし なし つか〈上濁〉
せ侍る

つか〈上濁〉
せ侍る なし なし

とぎ 紅梅
1454.11

「とき〈上濁〉とら
れて」 なし なし とき〈上濁〉

とられて
とき〈上濁〉
とられて なし なし
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〔三‒二〕耕雲本にない差声

仮名遣 箇所 耕雲本 専順本 図書寮甲本 東京教育大
学本 彰考本 紫明抄

（京大本） 河海抄 移
声
清
濁

がまのさう 東屋1828.4 なし

かまのさ
う〈平濁
上○○
平〉

なし
かまのさう
〈平濁上○
平平〉

かまのさう
〈平濁上○
平平〉

なし なし

べ 行幸887.11 なし へ〈平濁〉 へ〈上？濁〉 なし なし なし なし ○

ようせずは 桐壺6.12
など なし

ようせす
は〈平平
上去濁
○〉

なし
よくせすは
〈平平平去
濁○〉

よくせずは
〈平平上去
濁○〉

なし
ようせずは
〈平平上平濁
○〉

× ○

をごり 桐壺5.8 なし
をこり
〈平上濁
上〉

なし をこり〈平
上濁平〉

をこり〈平
上濁平〉 なし なし ○

こぎてん 桐壺 なし なし 「こき〈上
濁〉てむ」

こき〈平
濁〉てん

こき〈平
濁〉てん なし こきてん〈平

上平平〉

だつ 夕顔145.12
など なし なし

注「野分た
〈上濁〉ち
て」

野わき〈上
濁〉たちて
（「き」にミ
セケチ）

野わきた
〈上濁〉ち
て

なし なし

われぼめ 梅枝985.2 なし
われほ
〈平濁〉
め

「われほ
〈上？濁〉
め」

われほ〈上
濁〉め

われほ〈上
濁〉め なし なし

しば 賢木359.6
明石453.9 なし なし なし 枝葉〈平

濁〉

注「枝葉
（シハ）〈○
平濁〉」

なし なし

〔三‒三〕行悟本にない差声

仮名遣 箇所 耕雲本 専順本 図書寮甲本 東京教育大
学本 彰考本 紫明抄

（京大本） 河海抄 移
声
清
濁

あつび 澪標483.13 「あつひ〈上上上濁〉給」 なし なし なし なし
あつしう
〈上上濁上
平〉

あつしう〈上
上濁上平〉 ○ ○

げむ 真木柱
935.9

「け〈上濁〉むもあ
らはれむかし」 なし なし なし なし なし なし

こうりやう
てん 桐壺7.10

注「こうりやうて
ん〈去上去平平去
上〉」

なし なし なし なし なし なし

しぞく 浮舟1871.9 「しそく〈平平濁○〉」「親族也」 なし なし なし なし なし なし

まくなぎ 明石477.11 「まくなき〈上平上去濁〉」 なし なし なし なし
摩愚那岐
〈平上濁平
平濁〉

なし × ×

おはしませ
なり

注「お〈上〉はしま
せなり」 なし なし なし なし なし なし

ごと 橋姫1530.8 「こ〈上濁〉となる」 なし なし なし なし なし なし

ざけ 柏木1239.2 「さ〈平濁〉け」 なし なし なし なし なし なし
さとび 玉鬘741.1 「さとひ〈平濁〉」 なし なし なし なし なし なし

しぼち 若紫153.8 「しほ〈平濁〉ちの
女」「新発也」 なし なし なし なし なし しほ〈平濁〉

ち ○

どしみ 少女707.12 「と〈上濁〉しみ御…試薬事也」 なし なし なし なし なし と〈平濁〉しみ ○

ひなび 末摘花
219.6

「ひなひ〈平濁〉た
る」 なし なし なし なし なし なし

まげ 桐壺14.14 「まけ〈上濁〉させ
給」 なし なし なし なし なし なし

をのかじし 「をのかしゝ〈去
濁平〉」 なし なし なし なし なし

をのかしゝ
〈○○○平濁
平〉

× ○
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